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資料１ 参加者名簿 

実証実験主催者 

 

所 属 機 関 部 署 役 職 氏 名 

防災科学技術研究所 川崎ラボラトリー 所長 

チームリーダー 

副チームリーダー 

研究員 

研究員 

研究員 

研究員 

研究員 

後藤 洋三 

鈴木 猛康 

末冨 岩雄 

浅野 俊幸 

天見 正和 

秦  康範 

外間 正浩 

下羅 弘樹 

建築研究所 住宅・都市研究グループ 

住宅・都市研究グループ 

主任研究員 

研究員 

寺木 彰浩 

阪田 知彦 

工学院大学 工学部建築学科 

工学部建築学科 

東北大学災害制御研究センター 

教授 

助教授 

研究員 

久田 嘉章 
村上 正浩 
柴山 明寛 

産業技術総合研究所 情報技術研究部門マルチエー

ジェントグループ 

主任研究員 

非常勤研究員 

非常勤研究員 

野田五十樹 
松井 宏樹 

横田 裕思 

消防庁消防大学校 
消防研究センター 

地震等災害研究室 

 

 

 

 

消防庁予防課消防技術政策室 

室長 

主幹研究官 

研究官 

特別研究員 

特別研究員 

主任研究官 

座間 信作 
河関 大祐 
高梨 健一 
鄭  炳表 
遠藤 真 
細川 直史 

東京大学 竹内研究

室 

情報理工学系研究科 教授 

大学院生 

大学院生 

大学院生 

大学院生 

大学院生 

大学院生 

大学院生 

大学院生 

大学院生 

大学院生 

竹内 郁雄 
藁科 光徳 

上田 真史 

荒川 淳平 

淺川 浩紀 

小林 史明 

櫻井洋一郎 

塩田 修平 

加藤 英樹 

白井 俊宏 

村崎 大輔 

安全・安心マイプラン システム研究部 主任研究員 

副主任研究員 

末松 孝司 
山田 武志 
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資料１ 参加者名簿 

東京大学 目黒研究室 生産技術研究所 

人と防災未来センター 

教授 

専任研究員 

大学院生 

学部生 

学部生 

目黒 公郎 
近藤 伸也 
阿部真理子 
川村 理史 
蛭間 芳樹 

三菱重工業 長崎研究所 流体研究室 主任研究員 河内 昭紀 

 

協力機関 

日本放送協会， NTT アドバンステクノロジ，本田技術研究所 

 

 

実証実験評価者 

 

見附市 

部 署 役 職 氏 名 評 価 者 の 立 場 

 

 

市長 

助役 

久住 時男 

山本 俊一 

全体内容の講評 

全体内容の確認 

企画調整課 

 

企画調整課長 

課長補佐 

主任 

主査 

岡村 守家 

清水 幸雄 

佐野 裕之 

近藤 芳生 

本部要員 総務部長 

各部指示者 総務 

指示入力（総務） 

通報受付・被害報告入力（総務）

建設課 

 

建設課長 

課長補佐 

総括主査 

主査 

副参事・係長 

主査 

大竹 伸一 

小林 智己 

宇之津 孝 

淡路 和之 

畠山 均 

味方 俊隆 

本部要員 建設部長 

各部指示者 建設 

通報受付・被害報告入力（建設）

指示入力（建設） 

現場（Ａ班） 

現場（Ａ班） 

健康福祉課 参事 

課長補佐 

主事 

大原 敬之助 

佐藤 貴夫 

吉田 智子 

本部要員 民生部長 

各部指示者 民生 

避難所入力者（中央公民館） 

ガス上下水道局 局長 平賀 大介 本部要員 ガス上下水道部長 

産業振興課 課長補佐 

副参事・係長 

総括主査 

矢島 徳男 

藤塚 晴生 

増田 実 

本部要員 産業部長 

現場（Ｂ班） 

現場（Ｂ班） 

消防本部 消防長 

消防署長 

消防副士長 

係長 

消防士長 

消防士長 

岡村 勝元 

久保 正巳 

野村 正 

池田 光次 

信賀 良春 

高橋 繁則 

本部要員 消防長 

各部指示者 消防 

通報受付・被害報告入力（消防）

指示入力（消防） 

現場（Ｃ班） 

現場（Ｃ班） 
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資料１ 参加者名簿 

関係機関・報道機関 

所 属 機 関 部 署 役 職 氏 名 評価者の立場 

東北電力 

NTT 東日本 

見附警察署 

長岡国道事務所 

長岡地域振興局 

内閣府（防災担

当） 

総務省消防庁 

新潟県 

日本放送協会 

新潟日報社 

長岡営業所総務課 

新潟－設備部 災害対策担当

警備課 

管理第二課 

地域振興局地域整備部 

地震・火山対策担当 

災害応急対策担当 

予防課消防技術政策室 

危機管理防災課危機対策係 

大阪放送局報道部 

見附支局 

課長 

主査 

課長 

課長 

技師 

参事官補佐 

参事官補佐 

主任研究官 

副参事 

ディレクター

支局長 

石井 謙 

新保 薫 

仲村 弘 

村田 藤麿 

葛綿 智 

砂金 伸治 

判田 乾一 

細川 直史 

鈴木 正志 

近藤 誠司 

北川 順 

電力事業者 

通信事業者 

警察 

国道路管理者 

県道路管理者 

国 

国 

国 

県 

報道機関 

報道機関 
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資料２ 記者発表資料 

 

 

 

 

平成１８年１０月２７日 

災害時情報共有に関する実証実験 

 
文部科学省科学技術振興調整費の重要課題解決型研究として、平成１６年度より実施してきま

した研究プロジェクト「危機管理対応情報共有技術による減災対策」は、最終年度を迎えるに当

たって、研究成果の検証を目的とした実証実験を実施します。 

本実証実験では、平成１６年新潟・福島豪雨（７．１３水害）における見附市の災害対応活動

の分析により、見附市ならびに防災科学技術研究所が抽出した情報共有に関する課題の解決を、

研究プロジェクトで開発された減災情報共有プラットフォーム適用によって図ることを目指して

います。実証実験では、見附市に情報共有技術の利活用環境ならびに見附市～新潟県～霞ヶ関の

ネットワークを試験的に構築し、見附市職員を主な評価者として、豪雨災害を対象とした研究成

果の検証を行います。このプラットフォームが我が国の事実上の標準として普及することにより、

我が国の減災力の向上に寄与することを期待し、実証実験の公開を企画しました．  

 

１．実験主体  

（独）防災科学技術研究所（代表機関）、（独）建築研究所、工学院大学、 

（独）産業技術総合研究所、消防庁、東京大学、ＮＰＯ法人安全・安心マイプラン 

 

２． 協力機関等 

  見附市、新潟県（危機管理防災課、長岡地域振興局）、消防庁、内閣府、総務省、 

見附警察署、東北電力、ＮＴＴ東日本、国土交通省長岡国道事務所、ＮＨＫ、 

ＮＴＴアドバンステクノロジ，本田技研工業等 

 

３．実験日時 

平成 18 年 10 月 27 日（金）12:30～15:45 

（12:30～13:00 まで事前説明、13:00 実験開始） 

 

４．実施場所 

新潟県見附市役所４階大会議室 

〒954-8886 新潟県見附市昭和町２丁目１番１号 

 

【実証実験実施責任者】 

独立行政法人防災科学技術研究所川崎ラボラトリー 

減災情報共有技術開発チーム チームリーダー 

  鈴木 猛康  電 話：044-223-2430、メール：tsuzuki@kedm.bosai.go.jp

142



資料２ 記者発表資料 

 

（補足説明資料１） 

危機管理対応情報共有技術による減災対策 

中央防災会議は、平成 14 年に防災情報の共有化に関する専門調査会を設置し、専門家による検

討を重ねた結果、平成 15 年 3 月に、防災情報システム整備の基本方針を決定しました。すべての

災害対応は情報に基づいて行われることから、災害時の時間的、空間的空白を埋め、効果的な防

災対策を行うために情報の共有化が不可欠であり、その解決策として、各防災関係機関の情報シ

ステムを連携させる防災情報共有プラットフォームの構築が提言されています。内閣府ではこの

方針に基づいて、府省庁間の防災情報共有プラットフォームの構築を行っています。 
 上記中央防災会議の基本方針に従い、災害対応の中心である地方自治体に焦点を当てて、災害

時の情報の共有化を実現させる研究として、平成 16 年 7 月より文部科学省科学技術振興調整費・

重要課題解決型研究の 3 ヵ年の研究プロジェクトとして「危機管理対応情報共有技術による減災

対策」が開始されました。本研究では、市町村の災害対応に資する情報共有を実現するシステム

連携と情報コンテンツを流通、標準化させる減災情報共有プラットフォームに関する研究開発を

行うもので、省庁間の防災情報共有プラットフォームと連携することで、我が国の災害情報共有

化を実現することを目標としています。 

 
図２ 研究プロジェクトの概念図 

 
参画機関：防災科学技術研究所（代表機関）、消防庁、消防研究所（平成 18 年度より消防庁）、産

業技術総合研究所、建築研究所、東京大学、電気通信大学（平成 16 年度）、工学院大学、豊橋技

術科学大学（平成 17 年度より）、東京電力（平成 16 年度）、東京ガス（平成 17 年度まで）、安全・

安心マイプラン、三菱重工 
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資料２ 記者発表資料 

 

（補足説明資料２） 

減災情報共有プラットフォーム 

 

減災情報共有プラットフォームとは、災害対応、減災に関わる行政機関や公共機関の様々な情

報システムを連携するための枠組みと定義しています。この枠組みはさらに、情報システムとし

ての枠組みと情報コンテンツならびにコンテンツ供給の仕組みに関する枠組みに分けられます。 

情報システムとしての枠組みは、様々なコンピュータがネットワークを介して通信を行うため

の約束事（減災情報共有プロトコル）や、そのプロトコルに準拠したデータベース（減災情報共

有データベース）、様々なコンピュータシステムによるデータベースへのアクセスを可能とするラ

イブラリ群、情報の構造を XML で定義する言語（スキーマ）等で構成されます。この枠組みを構

成することにより、異なるベンダーによって開発された様々な情報システムが、共有データベー

スを介して情報の連携を図ることが可能となります。 

情報コンテンツならびにコンテンツ供給の仕組みに関する枠組みは、地方自治体や中央行政機

関、ならびに防災関係機関、公共機関の災害対応円滑化に資する情報コンテンツと、各機関がプ

ラットフォームに参画することによって、情報共有のメリットを享受できる仕組みによって構成

されます。各機関が災害時に必要とする情報コンテンツをプラットフォーム上で流通させる仕組

みを構築するとともに、そのコンテンツを用いた利活用技術の提供によって、減災に資する情報

システム連携が実現します。 

 

 

図３ 情報システムとしての枠組み 

 

図４ 災害対応の円滑化に資する情報コンテンツの抽出 
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が
あ
る

 
←

 
効
果
が
な
い

 
わ
か
ら
な
い
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検
 
証

 

課
 
題

 
    1
-
1
 
水

防
情

報
の

自
動

収
集

ツ
ー

ル
の

有
効

性
 

現
 
状
 

    
解

決
策
 

 

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

・
 
水
防
情

報
の
収
集
，
発

令
分
析
表
の
作
成
負
荷
が

軽
減

す
る
か
．
 

・
 
水
防
情

報
の
共
有
が
容
易
に

な
る
か
．

 

・
 
発
令
分

析
能
力
が
向
上

す
る
か
．
 

 1
-
1
(
1
)
 
水

防
情

報
を

示
し

た
グ

ラ
フ

の
表

示
は

，
体

制
配

備
の

判
断

を
行
う

観
点

か
ら

，
見
や

す
い

と
言
え

ま
す

か
？
 
 

 

0
 

3
 

1
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 
 

 
 

 
 

1
-
1
(
2
)
 
水
防
情
報

の
収
集
，
発
令

分
析
表
の
作
成

負
荷
が
，
軽
減

さ
れ
ま
す
か

？
 

 

1
 

3
 

0
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 

1
-
1
(
3
)
 
水
防
情
報

の
共
有
が

，
容

易
に
な
り
ま
す

か
？
 

 

3
 

1
 

0
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

１
 
 

 
２
 
 

 
３
 

 
 
４
 
 

 
５
 

強
い
肯

定
 
  

←
 

  
  

ふ
つ
う
 
  
 →

  
 
 
強
い

否
定

 

１
 

水
防

情
報

収
集

と
体

制
配

備
 

１
 

概
 

要
 

大
雨

洪
水

警
報

の
発
表

か
ら
災
害

対
策
本

部
設
置

ま
で

に
お
け
る

，
水

防
情
報
の
収
集
と
体
制
配
備

 

現
状
は
，
担
当
者
が

複
数
の

H
P
を
回

覧
し
，
発
令

分
析
表

を
手
作
業
で

作
成
し
て

お
り
，
極
め
て

煩

雑
な

業
務

と
な

っ
て

い
る

．
専

任
の

職
員

を
割

り
当

て
る

必
要

が
あ

り
，

人
が

行
う

た
め

入
力

ミ
ス

の
可
能
性

が
あ
る
．

 

・
 
水
防
情

報
（
降
雨

量
・
河
川
水
位
）
を

自
動
収
集

し
グ
ラ
フ
化
す
る
ツ

ー
ル
を
開

発
す
る

．
 

情
報

共
有水
防

情
報

収
集

と
体

制
配

備
 

 

1
-
1
(
4
)
 
体

制
配

備
に

お
い

て
は

，
設

定
水

位
の

変
化

に
伴

い
，

配
備

の
検

討
を

行
い

ま
す

が
，

シ
ス

テ
ム
の

利
用

に
よ
り
，

発
令
分
析
能
力

が
向
上
し
ま
す

か
？
 

 

 
2
 

2
 

0
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 1
-
2
 W

e
b

カ
メ

ラ
に

よ
る

リ
ア

ル
タ

イ
ム

観
測

情
報

の
有

効
性

 

現
 
状
 

   
解

決
策
 

 

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

・
 
W
e
b
カ
メ
ラ

に
よ
る
河

川
の

リ
ア
ル
タ
イ
ム

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

に
よ
り
，
河
川
現
況

の
共
有
が
容
易

に
な

る
か
．

 
 

・
 
安
全
な

河
川
監
視
が
で

き
る
か
．
 

・
 
職
員
派

遣
の
代
わ
り
に

な
り
う
る
か
．

 

・
 
職
員
派

遣
と
比
較
し
て

，
メ
リ
ッ
ト
，

デ
メ
リ
ッ
ト
は

何
か
．
 

W
e
b
カ

メ
ラ
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り

，
Ｌ

Ａ
Ｎ
に
接
続
さ

れ
た
パ
ソ
コ
ン

等
遠
隔
地
か
ら

誰
で
も
河
川
の
現
況

を
知

る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り

ま
す
．
そ
の
上

で
，
下
記
の
質

問
に
お
答
え
く

だ
さ
い
．
 

 

1
-
2
(
1
)
 
河
川
現
況

の
共
有
が

，
容

易
に
な
り
ま
す

か
？
 
 

 

3
 

1
 

0
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 

1
-
2
(
2
)
 
職
員
を
派

遣
す
る
場
合
と
比
較
し
て

，
安

全
な
河
川
監
視

が
可
能
に

な
り
ま
す
か

？
 

 

 
2
 

2
 

0
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 

1
-
2
(
3
)
 
 
W
e
b
カ
メ
ラ
の

導
入
に
よ
り
，

職
員
の
派
遣
は

不
要
に
な
り
ま

す
か

？
 
 

 

 
0
 

0
 

4
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

職
員

を
派

遣
し

，
河

川
の

現
況

に
つ

い
て

確
認

を
行

っ
て

い
る

．
過

去
の

災
害

時
に

派
遣

職
員

の
救

助
が
必
要

に
な
っ
た

こ
と
が
あ
る
．

 

・
 
W
eb

カ
メ
ラ
に

よ
る

河
川
の

リ
ア
ル
タ

イ
ム
監
視
を

行
う
．

 

情
報

共
有
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1
-
2
(
4
)
 
1
-
2
(
3
)
で

回
答
し
た
理
由

を
お
答
え

く
だ
さ
い
．

 

a
.
カ
メ

ラ
の
映
像
で
十

分
な
判
断

が
可
能

 
 
b
.
 
カ

メ
ラ
の
映
像
で

あ
る
程
度
の
判

断
が
可
能
 

c
.
職
員

派
遣
が
主

で
，

カ
メ
ラ
の
映
像

は
補
足
的
な
も

の
 

d
.
カ
メ

ラ
の
映
像
は
ほ

と
ん
ど
役

立
た
な
い

 
 
e
.
わ

か
ら
な
い
 

 a.
 カ

メ
ラ

の
映

像
で

十
分

な
判

断
が

可
能

b
. 
カ

メ
ラ

の
映

像
で

あ
る

程
度

の
判

断
が

可
能

c
. 
職

員
派

遣
が

主
で

，
カ

メ
ラ

の
映

像
は

補
足

的
な

も
の

d
. 
カ

メ
ラ

の
映

像
は

ほ
と

ん
ど

役
立

た
な

い

e
. 
わ

か
ら

な
い

a
b

c
d

e
 

0
1

3
0

0
N

=
4

 
 

1
-
3
 
災

害
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

の
有

効
性

 

現
 
状
 

   
解

決
策
 

 

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

・
 
必
要
な

水
防
体
制
の
配

備
の
見
落
と
し
が
な
く
な

る
か
．

 
 

・
 
夜
間
な

ど
職
員
が
不
在

の
状
況
下
で
も
ス
ム
ー
ズ

な
対
応
が
可
能

か
．

 

災
害
ナ
ビ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
り
，
人

手
を
介
す
こ
と

な
く

2
4
時
間

，
気
象
・
水
位

情
報

に
基
づ
く
ア
ラ

ー
ム
を
出
す
こ

と
が
可
能
に
な

り
ま
す
．
ア
ラ
ー
ム

は
，
庁
舎
内
の

放
送
や
あ
ら
か

じ
め
決
め

ら
れ

た
担
当
者
の
携

帯
電
話
宛
に
メ
ー
ル
を

送
る
な

ど
様
々
な
手
段
を
利
用
す

る
こ

と
が
で
き
ま
す
．

 

 

1
-
3
(
1
)
 
担
当
者
に

よ
る
人
的
な
情

報
収
集
比
べ
て

，
体
制
配
備
の

判
断
が
向
上
し

ま
す
か

？
 
 

 

 
1
 

2
 

1
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 

1
-
3
(
2
)
 
夜
間
や
休

日
な
ど
職
員
が

不
在
の
状
況
下
に
お
け
る

体
制
配
備
は
，

迅
速

か
つ
適
確

に
な

り
ま
す
か
？
 

 

 
1
 

1
 

2
 

0
 

0
 

N
=
4
 

   

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

水
防

情
報

の
判

断
を

実
施
す

る
に

際
し

て
，

人
手

を
介

す
必

要
が

あ
る

．
夜

間
な

ど
人

員
が

た
だ

ち

に
参
集
で

き
な
い
状

況
下
で
の
迅

速
な
体
制
配
備

は
課
題

と
な
っ
て
い

る
．
 

・
 
災
害
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
水
防
体
制
配
備

判
断
の
支
援

を
行
う
．

 

情
報

共
有

 

1
-
4
 
支

援
ツ

ー
ル

に
よ

る
体

制
配

備
の

高
度

化
 

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

・
 
支
援
ツ

ー
ル
を
有
効
活

用
す
る
こ
と
で

，
市
の
体
制
配

備
は
高
度
化
す

る
か
．
 

・
 
支
援
ツ

ー
ル
を
有
効
活

用
す
る
た
め
に

，
計
画
や
体
制
に
ど
の
よ

う
な
変
化
が
必

要
か
．

 

 1
-
4
(
1
)
 
支
援
ツ
ー

ル
を
有
効
活
用

す
る
こ
と
で
，
市
の
体
制
配

備
は

高
度
化
（
必
要

な
体
制
が
確
実
に
配
備
さ

れ
，

必
要
な
判

断
が
容
易
に
な
る

）
し
ま
す
か

？
 

 

 
3
 

7
 

0
 

0
 

0
 

N
=
1
0
 

 

1
-
4
(
2
)
 
1
-
4
(
1
)
で

１
～
３

を
回
答

さ
れ
た
方

へ
．

 

支
援
ツ

ー
ル
を
有
効
活

用
す
る
た

め
に
，

現
行
の
計
画

や
体
制
を
変
化
さ
せ
る
必

要
が

あ
り
ま
す
か
？

 

a
.
あ
る

 
 
b
.
な
い
 

6
 

4
 

N
=
1
0
 

 上
記
で

回
答
し
た
理
由
を

で
き
る
だ
け
具
体
的
に

お
答

え
く
だ
さ
い
．

 

自
由
回
答

 

あ
る
を
選
択

 

 
計

画
に

つ
い

て
は

，
支

援
ツ

ー
ル

が
有

効
利

用
で

き
る

よ
う

若
干

の
修

正
が

必
要

と
思

わ
れ

る
．

体
制

に
つ
い
て
は

，
あ
る

程
度
の
見

直
し
と
迅
速
に
対

応
で
き
る

訓
練
が

必
要
と
思
わ

れ
る
．

 

 
シ
ス

テ
ム
（
機
器

）
の
設

置
等
，
必

要
時
間
内
に
設
置

で
き
る
か
ど

う
か
．

 

 
当

市
の

体
制

，
割

当
内

容
は

口
頭

，
ペ

ー
パ

ー
，

電
話

に
よ

る
体

制
が

中
心

で
あ

り
，

支
援

ツ
ー

ル
に

合
っ
た
体
制

が
必

要
で
あ
る

．
 

 
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で

情
報
が
積
み
下

ろ
し
さ

れ
る
た

め
，
そ
の

情
報
に

対
す
る
対
応
も

機
を
失
せ
ず

，

迅
速

的
確
に
実
施

す
る
体

制
が
必
要

．
 

 
職

員
へ

の
連

絡
は

，
電

話
を

使
用

し
て

い
る

が
，

支
援

ツ
ー

ル
の

導
入

に
よ

り
，

メ
ー

ル
等

に
よ

る
連

絡
も
で
き
る

．
 

 
人
員

体
制
の
見
直

し
が
必

要
．

 

な
い
を
選
択

 

 
現

在
で

も
体

制
配

備
は

，
ル

ー
ル

化
し

て
い

る
た

め
，

こ
の

支
援

ツ
ー

ル
を

更
に

活
用

す
る

こ
と

で
良

い
と
思
う
．

 

 
現

在
も

各
関

係
課

で
，

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
経

由
で

県
の

河
川

情
報

を
取

り
な

が
ら

体
制

を
組

ん
で

い
る

た
め

，
特

に
計

画
や

体
制

を
変

更
す

る
必

要
は

無
い

と
思

う
．

た
だ

，
取

る
べ

き
行

動
メ

ニ

ュ
ー

が
示
さ
れ
る

こ
と
は

，
安
心
感

が
あ
り
，
ミ

ス
が
防

げ
る
．

 

 
大

雨
対

応
時

は
，

複
数

の
情

報
分

析
が

必
要

で
あ

る
．

人
員

体
制

も
十

分
そ

ろ
わ

な
い

ケ
ー

ス
も

あ
る

こ
と

か
ら

，
水

位
上

昇
を

支
援

ツ
ー

ル
で

確
認

で
き

れ
ば

，
避

難
情

報
や

配
備

発
令

に
役

立

つ
．

 

 
現

行
の

非
常

配
備

情
報

発
令

基
準

は
早

い
段

階
で

活
動

す
る

よ
う

に
作

成
し

て
あ

る
．

支
援

ツ
ー

ル
を

導
入

す
る

こ
と

で
，

情
報

の
収

集
は

簡
単

に
な

っ
て

も
，

計
画

や
体

制
基

準
を

変
更

す
る

も

の
で

は
な
い
と
思
う
．

 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

体
 

制
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1
-
4
(
3
)
 
検
証
課
題

１
に
つ
い
て
お

気
づ
き
の
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
，
何
で
も

結
構
で
す
の
で

ご
記
入
く
だ
さ

い
．

 

自
由
回
答

 

 
河

川
情

報
や

災
害

ナ
ビ

は
，

自
動

的
に

基
準

に
達

し
た

こ
と

を
ア

ラ
ー

ム
で

確
認

で
き

，
人

員
不

足
と

な
り
が
ち
な
災
害

に
大
変
有
効

で
あ
る
．
 

 
音
声

に
よ
る
警
告

は
，
有
効
と
思
う
が

，
も
っ
と
ハ
ッ

キ
リ
と
し
た

声
で
発
声
す
る
必

要
が
あ
る

．

 
パ
ソ

コ
ン
の
音
声

が
聞
き

取
り
に
く

い
．
 

 
時
刻

の
記
録
は
ど

う
な
る

の
か
．

 

 
3
0
分
後
の

予
想
が
グ

ラ
フ
に
示
さ

れ
る
こ

と
は

，
次
の

行
動
の
準
備
が
で

き
る

．
上
流

の
水
位
変

化
か

ら
下
流
部
の

予
想
も
示
す
と

更
に
効

果
的
．

 

 
7
.1
3
の
実

際
の
時
は

職
員
を
本
部

に
集
合
さ
せ
ず

，
現

場
に
近
い

職
員
は
現
地
に
急

行
さ
せ
た
．

そ
の

場
合
の
情
報

収
集
の

仕
方
に

工
夫
が

必
要
と
思
わ

れ
る
．

 

 
関

係
機

関
・

団
体

の
情

報
に

限
ら

ず
，

災
害

危
険

区
域

の
住

民
か

ら
も

こ
ま

め
に

情
報

を
吸

収
す

る
シ

ス
テ
ム
が
充

実
す
れ

ば
更
に

有
効
と

な
る
．

 

 
支
援

ツ
ー
ル

を
PC

で
確

認
・
分
析
を

行
う
こ

と
に
な
る

と
思
う
が
，
P
C
か

ら
T
V
画
像
に
表
示
し
，

本
部

内
で
情
報
を

共
有
で

き
る
よ
う

に
し
て
も
ら

い
た
い

．
 

 
見
附

市
が

災
害
時

に
作
成
し
て
い

る
刈
谷
田
川
の
分
析

表
を
自
動
作

成
し
て
も
ら
い
た
い
．

 

 
シ

ス
テ

ム
を

使
う

と
し

て
計

画
し

た
場

合
に

，
停

電
等

で
シ

ス
テ

ム
が

使
え

な
く

な
っ

た
こ

と
も

想
定

し
な
い
と
い

け
な
い

（
現
状
と

同
じ
と
考
え
れ
ば

良
い
か
も

し
れ
な

い
）
．
 

 

 

 

検
 
証

 

課
 
題

 
     2
-
1

被
害

・対
応

状
況

に
つ

い
て

本
部

、
各

部
署

、
現

場
間

で
入

力
・表

示
で

き
る

こ
と

の
有

効
性

 

現
 
状
 

     
解

決
策
 

    

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

・
 
本
部
・

各
部
署
か
ら
の

指
示
・
対
応
状

況
，
被
害
情
報

を
現
場
で
把
握

で
き
る
か
．
 
 

・
 
個
別
の

被
害
案
件
に
対

す
る
対
応
状
況
を
本
部
で

共
有
で
き
る
か

．
 

・
 
被
害
情

報
の

入
力
・
表
示

に
お
い
て
，

適
切
な
項

目
が

設
定
さ
れ
て
い

る
か
．
 

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

・
 
ど
の
よ

う
な
対
応
に
利
用
で
き
る

か
．

 

・
 
被
害
・

対
応
状
況
の
共
有
に
よ
り

，
資

源
配
分
の
検
討

が
で
き
る
か
．

 

・
 
現
場
の

状
況
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
共
有

で
き
，
災
害
対

応
の

判
断
に
利

用
で
き
る
か
．

 

2
-
1
(
1
)
 
情

報
表

示
シ

ス
テ

ム
で

表
示
さ

れ
る

被
害

情
報

は
，

災
害
対

応
の

判
断

を
行
う

観
点
か

ら
見

や
す
い

と
言

え
ま

す
か
？
 

 

 
0
 

2
 

2
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 

2
-
1
(
2
)
 
情

報
表

示
シ

ス
テ

ム
で

表
示

さ
れ

る
被

害
情

報
は

，
本

部
・

部
署

内
，

部
署

間
，

本
部

・
現

場
間

の
情

報

共
有
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま

す
が
，
災

害
対
応
の
判
断

に
有
効
で
す
か
？

 

１
 
 

 
２
 
 

 
３
 

 
 
４
 
 

 
５
 

強
い
肯

定
 
  

←
 

  
  

ふ
つ
う
 
  
 →

  
 
 
強
い

否
定

 

２
 

概
 

要
 

災
害
対
策
本
部

設
置
後
，
続
々
と
上
が

っ
て
く
る
被
害

情
報
に
対
し
て

，

現
場

，
各

部
署

，
災
対

本
部

の
そ

れ
ぞ
れ

で
共
有

で
き
る

か
，
適

切
な

判
断
・
指
示
が
行
え
る
か
．

 

壁
新

聞
や

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
の

利
用

，
大

声
を

出
す

な
ど

の
方

法
に

よ
り

情
報

の
共

有
を

行
っ

て
い

る
．

ア
ナ

ロ
グ

的
な

共
有

が
中

心
で

あ
る

た
め

，
部

署
間

や
現

場
間

で
の

情
報

共
有

に
は

限
界

が
あ

る
．

対
応

が
必

要
な

事
案

へ
の

抜
け

漏
れ

，
重

複
し

た
対

応
指

示
が

発
生

す
る

こ
と

が
あ

る
．

職
員

で
さ

え
新

の
被

害
情

報
や

対
応

状
況

が
わ

か
ら

な
く

な
る
．

現
場

で
住

民
の

問
い

合
わ

せ
に

，

新
の
被
害

状
況
が
わ

か
ら
な
い
た

め
，
自
信
を
持

っ
て
答

え
ら
れ
な
い

．
 

・
 
入
力
表

示
端
末
に
よ

り
現
場
で
被
害
情

報
の
入
力
・
表
示

を
可
能
に

す
る
．

 

・
 
情
報
表

示
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
被
害
情
報

を
災
対
本

部
や
各

部
署
で
共
有

す
る
．
 

・
 
災
害
対

応
管
理
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
個
別

の
被
害
案

件
へ
の

対
応
状
況

の
管
理
・
共
有
を

行
う
．

 

情
報

共
有

被
害

情
報

収
集

と
災

害
対

応
 

判
 

断
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1
 

3
 

0
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 

2
-
1
(
3
)
 
情

報
表

示
シ

ス
テ

ム
で

表
示

さ
れ

る
個

別
の

被
害

案
件

に
対

す
る

指
示

・
対

応
状
況

は
，

災
害

対
応

の
判

断
を
行
う
観

点
か
ら
見
や

す
い
と
言
え
ま
す

か
？
 

 

 
0
 

2
 

2
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 

2
-
1
(
4
)
 
情
報
表
示

シ
ス
テ
ム
で
表

示
さ
れ
る
個
別

の
被
害
案
件
に
対
す
る
指

示
・
対
応
状

況
は
，
本
部
・
部
署

内
，

部
署
間
，
本
部
・
現
場
間

の
情
報
共
有
を

行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
が
，
災
害
対
応
の
判

断
に
有
効
で
す

か
？

 

 
1
 

2
 

1
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 

2
-
1
(
5
)
 
災

害
対

応
管

理
シ
ス

テ
ム

で
表

示
さ

れ
る

被
害

情
報

は
，

災
害

対
応

の
判

断
を

行
う
観

点
か

ら
見
や

す
い

と
言

え
ま
す
か
？
 

 

 
0
 

2
 

2
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 

2
-
1
(
6
)
 
災

害
対

応
管

理
シ

ス
テ

ム
で
表

示
さ

れ
る

被
害

情
報

は
，
災

害
時

に
お
い

て
本

部
・

部
署

内
，

部
署

間
，

本
部
・
現

場
間
の
情
報
共

有
を
行
う
上

で
，

有
効
で
す
か

？
 

 

 
2
 

1
 

1
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 

2
-
1
(
7
)
 
災

害
対

応
管

理
シ

ス
テ

ム
で
表

示
さ

れ
る

個
別

の
被

害
案
件

に
対

す
る

指
示

・
対

応
状

況
は

，
災

害
対

応

の
判
断
を
行

う
観
点
か
ら
見

や
す
い
と
言
え

ま
す
か
？
 

 

 
0
 

2
 

2
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

１
 
 

 
２
 
 

 
３
 

 
 
４
 
 

 
５
 

強
い
肯

定
 
  

←
 

  
  

ふ
つ
う
 
  
 →

  
 
 
強
い

否
定

 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 

2
-
1
(
8
)
 
災

害
対

応
管

理
シ

ス
テ

ム
で
表

示
さ

れ
る

個
別

の
被

害
案

件
に

対
す

る
指

示
・

対
応

状
況

は
，

災
害

時
に

お
い
て
本

部
・
部
署
内
，

部
署
間
，
本
部

・
現
場
間
の
情

報
共
有
を
行
う

上
で
，
有
効
で

す
か

？
 

 

 
2
 

1
 

1
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 

2
-
1
(
9
)
 
被
害
情
報

の
表
示
に
お
い

て
，
災
害
対

応
に

必
要
な

情
報

項
目
が

設
定
さ

れ
て
い
ま
す
か

？
 

 

 
1
 

2
 

1
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 

2
-
1
(
1
0
)
 
2
-
1
(
9
)
で

４
も
し
く
は
５

を
選
択
さ
れ
た

方
へ
，
そ
の
理

由
を
具
体
的
に

ご
記
入
く
だ
さ

い
．

 

 な
し
 

 2
-
1
(
1
1
)
 
現
場
か
ら

直
接
報
告
さ
れ

る
被
害
画
像
や

被
害
情
報
は
，
災
害
対
応
の
判

断
を
行
う

観
点

か
ら
有
効
と
言

え
ま

す
か
？
 

 

 
0
 

4
 

0
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 

2
-
1
(
1
2
)
 
全
体
的
な

被
害
把
握
が
可
能
に
な
る

こ
と

に
よ
り
，
現
状
に
比

べ
て
，
資

源
配
分
の
検
討
が

容
易
に

な
り

ま
す
か
？

 

 

 
0
 

3
 

1
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 

2
-
1
(
1
3
)
 
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
現
場
か

ら
の
被
害
情
報

の
共
有
が
可
能

に
な
り
ま
す
が

，
無
線
や
電
話

に
よ
る
や
り
と

り
の
み
の

場
合
と
比
べ

て
，

現
場
へ
の
指

示
判
断

が
よ
り

適
確
に
な
り
ま

す
か
？
 

 

 
0
 

4
 

0
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

１
 
 

 
２
 
 

 
３
 

 
 
４
 
 

 
５
 

強
い
肯

定
 
  

←
 

  
  

ふ
つ
う
 
  
 →

  
 
 
強
い

否
定
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2
-
1
(
1
4
)
 
2
-
1
(
1
3
)
で
選
択
し

た
理

由
を

，
具
体
的

に
ご
記
入
く
だ
さ
い

．
 

 

自
由
回
答

 

2
を
選
択

 

 
画
像

デ
ー
タ
を
参

照
す
る

こ
と
で
，

言
葉
で
は
判
ら
な

い
状
況
が

理
解
で

き
る
．

 

 
口

頭
に

よ
る

報
告

を
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
基

準
に

合
わ

せ
て

，
指

示
を

出
し

て
い

る
が

，
映

像
は

リ
ア

ル
で

，
判
断
材
料

に
は
有

効
で
あ
る

．
 

 
被
害

状
況
を
瞬
時

に
判
断
（
理
解

）
で
き

る
．
 

 
画

像
が

入
手

で
き

れ
ば

効
果

が
あ

る
が

，
ツ

ー
ル

の
整

備
が

円
滑

に
進

む
か

に
つ

い
て

は
，

現
実

感
が

う
す
い
．
 

  

2
-
1
(
1
5
)
 
災
害
時
に

は
，
同
一
の
被
害
に

対
し
て
複
数
の

通
報
や
報

告
が
な
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま

す
．
シ
ス
テ
ム

の
利
用
に

よ
り
，
被
害
報

告
が
な
さ
れ
た

場
所
の
特
定

が
可
能
に
な
り
ま

す
か
？
 
 

 

 
0
 

2
 

2
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 2
-
2
 
様

式
の

整
備

の
有

効
性

 

現
 
状
 

   
解

決
策
 

  

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

・
 
様
式
で

取
り
扱
う
項
目

は
，
災
害
対
応
に
適
切
で

あ
る
か
．

 
 

・
 
経
験
の

少
な
い
職
員
で

も
適
切
な

対
応
が
可
能
に

な
る
か
．

 

災
害
対
応
業
務
を

効
率
化
，
標
準
化
す

る
こ
と
を
目
的

と
し
て
，
過
去
の
災
害
対
応
の
分
析

や
見
附
市
職
員

を
対

象
に

し
た
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
に
基
づ

き
，
被
害
情
報
の
受
付
・
対
応

指
示
，
被
害
報
告
，
避
難

所
運
営
に
関
す

る
業

務
の

様
式
整
備
を
行

い
ま
し
た
．
 

 2
-
2
(
1
)
 
整
備
さ
れ

た
様
式
は

，
災

害
対
応
業
務

を
行
う

観
点
か
ら
，

見
や
す
い
も

の
と
言
え
ま
す

か
？
 

 

 
0
 

2
 

2
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 

１
 
 

 
２
 
 

 
３
 

 
 
４
 
 

 
５
 

強
い
肯

定
 
  

←
 

  
  

ふ
つ
う
 
  
 →

  
 
 
強
い

否
定

 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

住
民

か
ら

の
被

害
情

報
の

受
付

や
個

別
案

件
へ

の
指

示
・

対
応

に
つ

い
て

の
様

式
が

整
備

さ
れ

て
い

な
い
．
経

験
の
少
な

い
職
員
の
場

合
，
必

要
な
情
報
を
聞

き
漏
ら
す
こ

と
が
発
生

す
る
．

 

・
 
市
の
災

害
対
応
業
務

分
析
に
基
づ
い
た
標
準
的
な
様
式
を

整
備
す
る

．
 

情
報

共
有

 

2
-
2
(
2
)
 
様
式
で
取

り
扱
う
項
目
は

，
災
害
対
応
業

務
を
行
う

上
で

，
必
要
な
項
目
が
整
理

さ
れ
て

い
ま
す
か
？
 
 

 

 
0
 

4
 

0
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 

2
-
2
(
3
)
 
様
式
を
利

用
す
る
こ
と
に

よ
り
，
被
害
情

報
の
受
付
の
際

に
必
要
な
情

報
の
記
入
漏
れ

が
な
く
な
る
な

ど
，

経
験
の
少

な
い
職
員
で

も
適
切
な
対
応
が
可
能
に
な
る

こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
か
？
 

 

 
0
 

3
 

1
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 

2
-
3
 
被

害
集

計
・
報

告
業

務
の

作
業

の
軽

減
 

現
 
状
 

   
解

決
策
 

  

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

・
 
個
別
の

被
害
情
報
入
力

か
ら
簡
易
に
集
計
が
行
え

る
か
．

 
 

・
 
各
部
が

入
力
作
業
を
行

え
る
の
で
，
と

り
ま
と
め
作
業

の
負
荷
が
軽
減

す
る
か
．
 

・
 
上
位
機

関
へ
の
報
告
業

務
の
負
荷

が
軽
減
す
る
か

．
 

 2
-
3
(
1
)
 
被

害
情

報
の

入
力

作
業

は
，

各
部

署
で

行
う
こ

と
が

で
き

ま
す

が
，

被
害

情
報

の
集

計
作

業
の

負
荷

は
軽

減
さ
れ
ま

す
か
？
 

 

 
0
 

3
 

1
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 

2
-
3
(
2
)
 
被

害
情

報
の

集
計

は
自

動
的
に

行
う

こ
と

が
で

き
ま

す
が
，

上
位

機
関
へ

の
報

告
業

務
の

負
荷

は
軽

減
さ

れ
ま
す
か

？
 

 

 
0
 

3
 

1
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

１
 
 

 
２
 
 

 
３
 

 
 
４
 
 

 
５
 

強
い
肯

定
 
  

←
 

  
  

ふ
つ
う
 
  
 →

  
 
 
強
い

否
定

 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

被
害

情
報

の
収

集
と

と
り

ま
と

め
に

多
く

の
人

手
が
必

要
で

あ
る

．
上

位
機

関
へ

の
被

害
の

報
告

業

務
は
，
負

担
と
な
っ

て
い
る
．

 

・
 
災
害
対

応
管
理
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
，
集

計
を
自
動

的
に
行

え
る
よ
う
に

す
る
．
 

情
報

共
有
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2
-
4
 
複

数
の

通
信

手
段

の
確

保
に

向
け

た
長

距
離

無
線

Ｌ
Ａ

Ｎ
の

有
効

性
 

現
 
状
 

   
解

決
策
 

  

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

・
 
防
災
目

的
の
通
信
手
段

と
し
て
の
，
長

距
離
無
線

L
A
N
は
有
効

な
手
段
か

．
 

 

実
証

実
験

に
お

い
て

は
，
見

附
市
役

所
と

名
木

野
小
学

校
の

間
（
約

2
k
m
）
，
見

附
市

役
所

と
長

岡
地

域
振
興

局

（
約

1
0
k
m
）
の
間
の

通
信
を
長
距
離

無
線

L
A
N
に
よ

り
行
っ
て
い
ま

す
．

名
木
野
小

学
校
の
中

継
か
ら

P
D
A
端
末

か
ら

は
無
線
通
信
に

よ
り
市
の
災
害

対
策
本
部
と
の

情
報
共
有
を
，
新
潟
県
や

消
防
庁
と
は
長

岡
地
域
振
興
局

に
あ

る
J
G
N
-
I
I
へ

接
続

す
る
こ
と
に
よ

り
通
信
を
可
能

に
し
て
い
ま
す

．
従
来
の
通
信

手
段
に
比
べ
て

通
信
距
離
や
通

信
容

量
に
優
れ
て
お

り
，
設
置
が
比

較
的
容
易
で
導

入
費
用
も
低
い

な
ど
の
特
徴
が

あ
り
ま
す
．
 

 2
-
4
(
1
)
 
防
災
目
的

の
通
信
手
段
と
し
て
，
長

距
離

無
線

L
A
N
は
有

効
な
手
段

だ
と

思
い
ま
す
か
？

 

 

 
2
 

1
 

1
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 

2
-
4
(
2
)
 
2
-
4
(
1
)
で

選
択
し
た
理
由

に
つ
い
て
，
で

き
る
だ
け
具
体

的
に
お
答
え
く

だ
さ
い
．
 

 自
由
回
答

 

1
を
選
択

 

 
通
信

の
輻
輳
が
無

く
，
無

線
画
像
が
送
信

で
き
れ
ば
有

効
で
あ
る

．
 

 
情

報
を

共
有

す
る

際
に

様
々

な
手

法
が

必
要

と
な

る
．

特
に

重
要

な
情

報
に

つ
い

て
は

，
防

災
拠

点
を

直
接
つ
な
ぐ

シ
ス
テ

ム
が
必

要
で
あ

る
．

 

2
を
選
択

 

 
長
距

離
無
線

L
AN

は
有
効
な

手
段
と

思
う
が
，
新
潟
県

で
使
っ
て

い
る
衛
星
電
話
と
の

使
い
分
け

な
ど

を
整
理
し
な
い
と

，
導
入
は
難

し
い
点
も
あ
る
と

思
う
．

 

3
を
選
択

 

 
通
信

が
安
定
し
て

い
る
と

い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
有
効
だ

．
 

 

 

１
 
 

 
２
 
 

 
３
 

 
 
４
 
 

 
５
 

強
い
肯

定
 
  

←
 

  
  

ふ
つ
う
 
  
 →

  
 
 
強
い

否
定

 

災
害

時
に

お
い

て
は

，
通

信
の

輻
輳

，
途

絶
が

想
定
さ

れ
る

た
め

，
複

数
の

通
信

手
段

の
確

保
が

必

要
で
あ
る
．

 

・
 
長
距
離

無
線

L
AN

に
よ
り
，

新
た
な
通
信

手
段
の
確
保
を

行
う
．
 

情
報

共
有

 

2
-
5
 
災

害
対

応
判

断
の

高
度

化
 

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

・
 
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
共
有

す
る
こ
と
が
望

ま
れ
る
，
被
害

・
対
応
状
況
は

ど
う
い
っ
た
内

容
か
．
 

・
 
災
害
時

に
必
要
な
被
害
・
対
応
状
況
の
共
有

が
可
能
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
，
従
来
で
は
困

難
で
あ
っ

た
，
ど

う
い
っ
た
対
応

が
可
能
に

な
る
か
．

 
 

2
-
5
(
1
)
 
現

場
か

ら
報

告
さ

れ
シ

ス
テ

ム
上

に
表

示
さ

れ
る

被
害

画
像

や
被

害
情

報
は

，
災

害
対

応
の

判
断

を
行
う

上
で
有
効

で
す
か
？
 

 

 
1
 

3
 

0
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 

2
-
5
(
2
)
 
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

，
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

現
場

か
ら

の
被

害
情

報
の

共
有

が
可

能
に

な
り

ま
す

が
，

無
線

や

電
話
に
よ
る

や
り
と
り
の
み

の
場
合
と
比

べ
て
，
現
場
へ

の
指
示
判
断

が
容
易
に
な
り
ま

す
か
？
 

 

 
2
 

2
 

0
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 2
-
6
 
災

害
対

応
体

制
 

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

・
 
情
報
共

有
環
境
を
有
効

活
用
す
る
た
め

に
，
ど
の
よ
う

な
災
害
対

応
の
体
制
が
必

要
か
．

 

 2
-
6
(
1
)
 
情

報
共

有
環

境
を

有
効

活
用
す

る
た

め
に

は
，

情
報

を
入
力

す
る

要
員

の
確

保
が

不
可

欠
と

な
り

ま
す

．

様
式
の

整
備
等

に
よ
り

，
入

力
作

業
自
体

は
特

段
の

ス
キ
ル

や
経

験
が

必
要
な

い
よ

う
配
慮

が
な

さ
れ

て

い
ま

す
．

そ
こ

で
，
シ

ス
テ

ム
の

利
活
用

の
た

め
の

入
力
要

員
の
確

保
を

行
う

こ
と

を
考
え

た
場

合
に

，

現
行
の
組

織
体
制
の
変

更
は
ど
の
程
度
必

要
に
な
り
ま
す
か
？

 

a
.
大
幅
な

体
制
変
更
が
必
要

 
 
b
.
あ
る

程
度
体
制
変
更

が
必
要

 
 

c
.
あ
ま

り
必
要
で

な
い

（
導
入
は
比
較

的
容
易
）

 
d
.
ま
っ
た
く
必
要
で
な
い

（
導
入

は
容
易
）
 

e
.
わ
か

ら
な
い
 

1
 

8
 

1
 

0
 

0
 

N
=
1
0
 

 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

判
 

断
 

体
 

制
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2
-
6
(
2
)
 
情

報
共

有
環

境
を

有
効

活
用
す

る
た

め
に

，
ど

の
よ

う
な
災

害
対

応
の

体
制

が
必

要
に

な
り

ま
す

か
？

で

き
る
だ
け

具
体
的
に
お
答

え
く
だ
さ
い
．

 

自
由
回
答

 

 
シ
ス

テ
ム
を
操
作

で
き
る
人
員
確

保
が
必

要
．

 

 
各
部

署
の
専
任
入

力
担
当

者
の
確

保
が
必

要
で
あ
る
．

 

 
災
害

時
に
現
状
で

は
入
力

要
員
ま

で
確
保

で
き
な
い
．

大
幅
に
増
員

が
必

要
で
あ
る
．
 

 
情

報
量

に
応

じ
て

，
対

応
で

き
る

人
員

の
確

保
が

必
要

な
た

め
，

現
課

員
以

外
の

課
の

要
請

が
必

要
．

大
災

害
で

は
，

多
く

の
被

害
情

報
が

寄
せ

ら
れ

る
が
，

入
力

作
業

に
大

勢
の

人
員

体
制

が
必

要
．

 

 
情

報
共

有
を

有
効

活
用

す
る

前
の

入
力

作
業

自
体

が
正

確
に

一
定

の
基

準
で

入
力

さ
れ

な
い

と
，

情
報

が
生
き
て
こ

な
い
の

で
，
一
定

基
準
を
周
知
さ
せ

る
必
要
が

あ
る
．

 

 
情

報
の

共
有

不
足

に
よ

る
混

乱
は

減
少

す
る

が
，

逆
に

共
有

過
多

に
よ

る
混

乱
が

懸
念

さ
れ

る
．

共
有

す
る
前
に
情

報
を
ど

う
交
通
整

理
す
る
か
，

そ
の
ル

ー
ル
づ
く

り
も
重
要
で
あ
る
と

思
う
．

 

 
現

状
，

紙
と

声
に

よ
る

指
示

形
態

が
シ

ス
テ

ム
化

さ
れ

る
こ

と
に

よ
る

メ
リ

ッ
ト

を
周

知
す

る
必

要
が

あ
る
．

 

 
入

力
者

を
確

保
す

る
必

要
性

を
職

員
か

ら
理

解
し

て
も

ら
う

．
災

害
時

は
人

員
不

足
に

な
り

が
ち

で
あ

り
，

と
も

す
る

と
現

場
重

視
の

思
い

が
強

い
こ

と
か

ら
机

に
向

か
う

人
員

を
減

ら
そ

う
と

す

る
か

ら
．

 

 
人
員

の
確
保
，
機

器
類
の

整
備
，

財
源
確

保
の
３
つ
．

 

 

2
-
6
(
3
)
 
検
証
課
題

２
に
つ
い
て
お

気
づ
き
の
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
，
何
で
も

結
構
で
す
の
で

ご
記
入
く
だ
さ

い
．

自
由
回
答

 

 
各

部
署

で
情

報
入

力
を

行
っ

て
い

る
の

で
，

こ
の

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

て
全

体
把

握
を

す
る

担
当

者
（

責
任
者
）
の

明
確
化
が
必
要

．
 

 
受

付
時

と
入

力
時

の
タ

イ
ム

ラ
グ

に
つ

い
て

の
問

題
点

が
あ

る
．

指
示

を
入

力
ま

で
待

つ
こ

と
が

で
き

な
い
．
情
報

共
有
に
ズ
レ
が

生
じ
る

．
 

 
大
災

害
で
，
情
報
量

が
多
く
な
っ
た
時

に
対
応
可
能
か
ど

う
か
疑
問

．
人

力
の
人
員

確
保
が
必
要
．

 
映
像

配
信
に
つ
い

て
，
夜

間
等
，
暗
い
と

こ
ろ
で
の
撮

影
の
対
策

．
 

 
災
害

時
は
，
通
信

の
確
保

が
困
難
で

あ
る
状
況
で

の
対
策

．
 

 
当

部
は

，
直

接
的

な
産

業
部

門
，

間
接

的
な

避
難

所
対

応
が

多
く

，
入

力
者

と
指

示
者

の
専

任
確

保
が

難
し
い
．
 

 
取

扱
う

情
報

量
に

反
比

例
し

，
現

場
対

応
人

員
は

減
少

す
る

．
緊

急
度

の
低

い
情

報
に

対
応

し
て

人
員

不
足
を
招
か

な
い
よ

う
，
共
有

情
報
の
ト
リ

ア
ー
ジ
を
厳
正

に
行
う

必
要
が
あ
る

．
 

 
シ

ス
テ

ム
上

の
区

分
が

非
常

に
気

に
な

る
．

情
報

の
区

分
が

多
す

ぎ
て

，
入

力
者

，
指

示
者

な
ど

が
同

じ
情

報
で

あ
っ

て
も

，
発

信
元

を
勘

違
い

す
る

と
，

現
場

報
告

で
あ

っ
た

り
，

被
害

受
付

に

な
っ

た
り

し
て

し
ま

う
．

区
分

が
多

い
と

情
報

を
探

し
た

り
，

確
認

す
る

こ
と

に
時

間
が

か
か

っ

て
し

ま
う
．
例
と
し
て

次
の
よ
う

な
も
の

が
あ
る
．
被
害
情
報
参
照
/
被
害
情
報
登
録
，
指
示

連
絡

/被
害
情
報

，
被
害

受
付
（

本
部
）
/
被
害
受

付
（
各
部
）

/
現
場
報
告
．

 

 
同

じ
災

害
情

報
を

ど
う

や
っ

て
突

合
さ

せ
る

か
．

発
生

場
所

が
町

の
境

界
付

近
の

場
合

は
，

担
当

に
よ

り
町
名
の
と

ら
え
方
が
違
っ

て
く
る

．
 

 
地
図

が
見
せ
や
す

く
な
る

と
よ
い
．

道
路
の
線
が

欲
し
い

．
 

 
マ
ー

ク
等
を
ク
リ

ッ
ク
す

る
と
状
況

が
判
る
よ
う

に
で
き

る
と
よ
い

（
GI
S
的

な
見
せ
方
）．

詳
細

画
面

か
ら
地
図
参

照
す
る

際
に
，
ど

の
位
置
か
わ

か
る
と

よ
い
．

 

 
関

係
機

関
が

情
報

を
共

有
で

き
る

事
は

，
災

害
に

対
処

す
る

に
非

常
に

有
効

で
あ

る
．

し
か

し
，

消
防

は
受

信
し

た
情

報
に

対
し

即
断

即
決

で
指

示
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

．
指

示
者

は
，

受
信

情

報
と

指
示

内
容

（
派

遣
部

隊
の

状
況

等
）

を
地

図
に

メ
モ

を
取

り
な

が
ら

指
示

し
て

い
る

．
タ

イ

ム
リ

ー
に

入
力

す
る

に
は

，
多

く
の

人
員

が
必

要
で

，
災

害
が

大
き

い
程

現
場

へ
の

出
動

部
隊
が

多
く

な
り

，
活

動
状

況
（

記
録

）
の

作
成

は
後

回
し

と
な

る
．

た
だ

し
，

重
要

な
情

報
は

対
策

本

部
に

口
頭

で
報

告
し

て
い

る
の

が
現

状
で

あ
る

．
こ

の
情

報
入

力
を

対
策

本
部

で
入

力
で

き
れ

ば

非
常

に
有
効
で
，

か
つ
消
防
は
助

か
る
．

 

 
（

災
害

対
応

管
理

シ
ス

テ
ム

の
）

入
力

す
る

フ
ォ

ル
ダ

が
多

い
．

も
っ

と
シ

ン
プ

ル
に

し
た

方
が

良
い

．
例
）
被
害

受
付
と

現
場
報
告

は
い
っ
し
ょ

で
も
良

い
の
で
は

．
 

 

検
 
証

 

課
 
題

 
    3
-
1
 
避

難
所

・
避

難
者

情
報

の
共

有
の

有
効

性
 

現
 
状
 

   
解

決
策
 

   

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

・
 
災
対
本

部
・
各
部
署
か

ら
避
難
所
の
開

設
状
況
，
避
難

状
況
が
把
握
で

き
る
か
．
 

・
 
避
難
所

に
お
い
て
必
要

な
情
報
（
周
辺

被
害
，
開

設
状
況
，
道
路

情
報
な
ど
）
が

共
有
さ
れ

る
か
．
 

・
 
避
難
所

に
お
い
て
災
害

時
に
確
実
な
通

信
手
段
，

情
報
入
手
手
段

の
確
保
が
で
き

る
か
．

 

3
-
1
(
1
)
 
避

難
所

開
設

状
況
，

避
難

状
況
の

画
面

は
，

災
害

対
応

を
行

う
観

点
か

ら
，

見
や

す
い

も
の

と
言
え

ま
す

か
？
 

 

 
0
 

4
 

0
 

0
 

0
 

N
=
4
 

3
-
1
(
2
)
 
災

対
本

部
や

各
部

署
か

ら
，
避

難
所

開
設

状
況

・
避

難
状
況

の
把

握
が

す
る

こ
と

が
で

き
ま

す
．

こ
の

こ

と
は
，

避
難
所
の
管
理
と

い
う
観
点
か
ら
有

効
で
す
か
？
 

 

 
0
 

4
 

0
 

0
 

0
 

N
=
4
 

3
-
1
(
3
)
 
避

難
所

か
ら

の
情

報
発

信
が

可
能

に
な

り
ま

す
が

，
こ

の
こ

と
は

，
避

難
所

の
管

理
と

い
う

観
点
か

ら
有

効
で
す
か

？
 

 

 
0
 

4
 

0
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

１
 
 

 
２
 
 

 
３
 

 
 
４
 
 

 
５
 

強
い
肯

定
 
  

←
 

  
  

ふ
つ
う
 
  
 →

  
 
 
強
い

否
定

 

３
 

概
 

要
 

避
難

所
の

開
設

・
避
難

状
況

の
共

有
の

有
効
性
や

，
避
難

所
運
営

支
援

と
情
報
収
集
手
段

の
確
保
に
つ
い

て
検
証
す
る

．
 

本
部

か
ら

避
難

所
の

開
設

状
況
や

避
難

者
名

簿
の

把
握

を
行

う
こ

と
が

難
し

い
．

道
路

情
報

な
ど

周

辺
の
被
害

情
報
の
共

有
が
求
め
ら

れ
て
い

る
．
情
報

受
取
の
手
段
が
な
い

避
難
所
が

存
在
す
る
．

 

・
 
避
難
所

の
開
設
・

避
難
状
況
や
ニ
ー
ズ

を
共
有
で

き
る
仕

組
み
を
導
入

す
る
．
 

・
 
表
示
シ

ス
テ
ム
に
よ

り
，
避
難
所
で

被
害
情
報
を
入
手
す

る
．

 

情
報

共
有避
難

所
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3
-
1
(
4
)
 
避
難
所
で

の
新
の
被
害

情
報
の
収
集
が
可
能
に
な
り

ま
す
．
こ
れ
は

避
難
所
の
運
営
上

，
有
効
で
す
か
？

 

 
2
 

2
 

0
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 3
-
2
 
避

難
所

の
運

営
・
管

理
 

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

・
 
情
報
共

有
が
可
能
に
な

っ
た
こ
と
に
よ

り
，
従
来

で
は
困
難
で
あ

っ
た
ど
う
い
っ

た
対
応
が

可
能
に
な

る
か
．

 

・
 
避
難
者

の
安
否
の
問
い

合
わ
せ
に
，
対

応
が
可
能

な
情
報
が
共
有

さ
れ
て
い
る
か

．
 

 3
-
2
(
1
)
 
避

難
所

の
運

営
・

管
理

に
関
す

る
情

報
共

有
が

可
能

に
な
っ

た
こ

と
に

よ
り

，
従

来
で

は
困

難
で

あ
っ

た

ど
う
い
っ
た
対

応
が
可
能
に
な
り
ま
す
か

？
 

重
要
度
の
高
い

と
思
わ
れ
る
も

の
を
，
具

体
的
に
お

答
え

く
だ
さ
い
．
 

 

自
由
回
答

 

 
本

部
に

お
い

て
避

難
者

数
の

確
認

が
速

や
か

に
で

き
る

．
避

難
者

の
名

前
が

確
認

で
き

る
．

避
難

所
の

必
要
物
資
の

情
報
が

速
や
か
に

集
約
で
き
る

．
 

 
避
難

者
名
簿
が
確

認
で

き
る
こ
と

は
メ
リ
ッ
ト
が
大
き

い
．

 

 
避

難
所

の
安

否
確

認
の

問
い

合
わ

せ
に

直
ぐ

に
対

応
で

き
る

．
避

難
所

で
避

難
者

に
現

在
の

災
害

情
報

を
伝

達
で

き
る

．
こ

の
こ

と
で

，
少

し
で

も
不

安
感

を
解

消
で

き
る

．
避

難
所

の
必

要
な

食

糧
配

給
が
ス
ム
ー

ズ
に
で

き
る
．

 

 
避
難

者
リ
ス
ト
（
こ
れ

ま
で

，
FA
X
で
送

信
す
る

場
合
，
通
信
回
線
速
度
の
問
題
も
あ

り
，
か
な
り

の
時

間
を
要
し
た

）
（
安
否
確
認
）

 

 
住

民
又

は
家

族
に

よ
る

，
市

外
か

ら
の

安
否

問
い

合
わ

せ
に

，
避

難
所

の
職

員
を

介
さ

な
く

て
も

答
え

ら
れ
る
．
 

 
避

難
者

の
要

望
問

い
合

わ
せ

等
に

つ
い

て
，

回
答

す
る

時
間

の
短

縮
化

に
よ

り
，

行
政

サ
イ

ド
と

の
意

思
疎
通
が
改

善
す
る

の
で
は
．

不
明
住
民
の
安
否

確
認
を
素

早
く
行

う
こ
と
が
で

き
る
．

 

 
避

難
人

数
と

必
要

物
資

等
の

連
絡

が
円

滑
に

な
り

，
避

難
者

へ
の

適
切

な
対

応
が

図
り

や
す

く
な

る
．

た
だ

し
，

名
簿

作
成

に
は

非
常

に
時

間
が

か
か

る
．

開
設

箇
所

が
多

く
な

っ
た

場
合

，
担

当

で
き

る
人
数
は
不

足
す
る

の
で
，
こ

の
シ
ス
テ
ム
の
実

効
度
に
は

心
配
な

点
が
あ
る
．

 

 
避
難

者
情
報
の
把

握
．
避

難
所
に
お

け
る
要
請
状

況
や
対
応
状
況

が
把
握

で
き
る
．

 

 
当
部

に
対
し
て
避

難
所
情

報
の
問
合

せ
は
少
な
い

が
，

迅
速
に
対

応
で
き

る
．

 

 
避
難

者
の
把
握
（

誰
が
ど

こ
に
い
る

か
わ
か
る
）．

た
だ

し
，
入
力

が
大
変

で
あ
る
こ
と

が
課
題
．

  

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

判
 

断
 

 

3
-
2
(
2
)
 
避

難
所

や
避

難
者

の
安

否
に

関
す

る
住

民
か
ら

の
問

い
合

わ
せ

に
対

し
て

，
適

確
な

対
応

が
可

能
に

な
り

ま
す
か
？

 

 

 
2
 

2
 

0
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 

3
-
2
(
3
)
 
検
証
課
題

３
に
つ
い
て
お

気
づ
き
の
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
，
何
で
も

結
構
で
す
の
で

ご
記
入
く
だ
さ

い
．

 

 

自
由
回
答

 

 
安

否
確

認
に

つ
い

て
も

入
力

に
は

時
間

が
か

か
る

．
携

帯
電

話
に

よ
り

避
難

者
自

身
が

入
力

す
る

シ
ス

テ
ム

は
で

き
な

い
か

？
 

名
簿

作
成

は
個

人
情

報
に

な
り

，
職

員
以

外
に

作
成

を
任

せ
ら

れ

る
か
．

 

 
現

在
も

避
難

者
名

簿
を

作
成

し
て

い
る

が
，

安
否

確
認

の
問

合
せ

に
各

避
難

所
で

確
認

で
き

，
大

変
有

効
で
あ
る
．

 

 
避

難
者

名
簿

が
き

ち
ん

と
作

れ
る

か
不

安
で

あ
る

．
ま

た
，

そ
の

情
報

が
広

く
流

れ
る

こ
と

は
ど

う
か

と
思
う
．
個

人
の
情

報
に
は
ア

ク
セ
ス
で
き
る
も

の
を
制
限

す
る
必

要
が
あ
る
．
 

  

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
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検
 
証

 

課
 
題

 
    4
-
1
 シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

に
基

づ
く

避
難

支
援

の
有

効
性

 

現
 
状
 

    
解

決
策
 

  

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 
 

・
 
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の

内
容
と
表
示
方

法
は
わ
か
り
や

す
い
か
．
 

 

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 
 

・
 
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
結

果
は
，
避
難
経

路
を
検
討

す
る
上
で
有
効

か
．

 

・
 
搬
送
車

両
の
ド
ラ
イ
バ

ー
に
適
切
な
避
難
経
路
の

指
示
が
行
え
る

か
．

 

4
-
1
(
1
)
 
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

シ
ス

テ
ム

の
表

示
画

面
は
，

避
難

経
路

の
判

断
を

行
う

観
点
か

ら
見

や
す

い
も

の
と

い
え
ま
す
か
？

 

 

 
1
 

3
 

6
 

0
 

0
 

N
=
1
0
 

 

4
-
1
(
2
)
 
シ

ス
テ

ム
を

使
用

す
る

こ
と

に
よ

り
，

災
害

時
の

被
害

状
況

に
応

じ
た

避
難

経
路

を
検

討
す

る
こ
と

が
，

容
易
に
な
り
ま

す
か
？
 

 

 
1
 

5
 

4
 

0
 

0
 

N
=
1
0
 

 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

１
 
 

 
２
 
 

 
３
 

 
 
４
 
 

 
５
 

強
い
肯

定
 
  

←
 

  
  

ふ
つ
う
 
  
 →

  
 
 
強
い

否
定

 

４
 

概
 

要
 

新
の
被

害
状

況
を
踏

ま
え

て
，

要
援

護
者
（
高

齢
者
）

や
浸
水

地
域

の
住
民
の
避
難
経

路
支
援
を

行
う
．

 

災
害

時
要

援
護

者
の

避
難

所
へ

の
搬

送
は

，
契

約
し

て
い

る
搬

送
バ

ス
に

よ
り

実
施

す
る

こ
と

と
な

っ
て

い
る

．
し

か
し

，
基

本
的

に
は
事

前
に

決
め

た
搬

送
経

路
や

ド
ラ

イ
バ

ー
の

判
断

に
委

ね
ら

れ

て
い
る
と

こ
ろ
が
大

き
く
，
発
生
し
て
い

る
被
害
状

況
に
応

じ
た
搬
送

経
路
の
指
示
は
困

難
で
あ
る
．

・
 
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ

ン
を
利
用
し
て
，
避

難
経
路
や

避
難
時
間
を
提
示
し

避
難
支
援

を
す
る

．
 

情
報

共
有

判
 
断

 

避
難

支
援

（
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

）
 

 

4
-
1
(
3
)
 
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
結
果

を
利
用
す
る
こ

と
で
，
搬
送

車
両
の
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
し
て

，
現

状
に
比
べ
て
，

適
切
な
避

難
経
路
の
指

示
を
行
う
こ
と
は

で
き
ま
す
か
？

 

 

 
1
 

5
 

4
 

0
 

0
 

N
=
1
0
 

 4
-
1
(
4
)
 
検
証
課
題

４
に
つ
い
て
お

気
づ
き
の
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
，
何
で
も

結
構
で
す
の
で

ご
記
入
く
だ
さ

い
．

 

 

自
由
回
答

 

 
ド

ラ
イ

バ
ー

と
の

連
絡

手
段

を
ど

う
す

る
の

か
．

ド
ラ

イ
バ

ー
が

地
理

に
不

案
内

の
場

合
は

ど
う

す
る

の
か
．

 

 
大

都
市

部
や

広
域

な
行

政
区

域
の

場
合

は
有

効
で

あ
る

が
，

見
附

市
レ

ベ
ル

で
は

あ
ま

り
必

要
と

思
わ

な
い
．
カ
ー

ナ
ビ
と

連
動
し
て

ド
ラ
イ
バ
ー

に
情
報

提
供
す
る

こ
と
は
有
効
．
 

 
基

本
的

な
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
は

あ
っ

て
も

，
災

害
時

は
現

場
で

の
判

断
が

重
要

で
あ

り
，

優

先
す

べ
き
も
の
と
思
う

．
 

 
ル
ー

ト
が
変

更
に

な
っ
た

場
合
の
連

絡
方
法
（
電
話
回

線
が
混
雑

）
．

 

 
災
害

は
刻
一
刻
と

変
化
す

る
．
避
難

路
は

2
0～

3
0
分
お

き
に
安

全
を

確
認
す

る
必
要
が
あ

る
．
 

 
基

図
と

な
っ

て
い

る
地

図
の

道
路

情
報

が
少

な
い

た
め

，
適

切
な

ル
ー

ト
で

あ
る

か
否

か
の

判
断

が
む

ず
か
し
い
．

 

 
市

民
が

，
マ

イ
ク

ロ
バ

ス
で

要
援

護
者

を
避

難
所

へ
搬

送
す

る
場

合
，

職
員

を
同

乗
す

る
事

に
な

っ
て

い
る

が
，

こ
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
よ

う
な

搬
送

経
路

に
浸

水
箇

所
の

記
入

さ
れ

た
地

図

を
持

参
す
る
こ
と

に
よ
り

，
迅
速
・

安
全
に
搬
送

で
き
る

と
思
う
．

 

 
現
実

に
使
え
る
道
路
か

，
シ
ス
テ
ム

で
判
断
で
き

る
か
．
例
え
ば

，
幅
員
が
十
分
か
な

ど
．
 

  

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
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検
 
証

 

課
 
題

 
    5
-
1
 
報

道
機

関
向

け
に

必
要

な
情

報
が

自
動

提
供

さ
れ

る
こ

と
の

有
効

性
 

現
 
状
 

  
解

決
策
 

 

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

評
価

者
 

報
 

・
 
報
道
機

関
の
立
場
か
ら

，
提
供
さ
れ
る

災
害
情
報
は
有
効
か
．

 

・
 
迅
速
か

つ
適
確
な
情
報

収
集
・
提
供
が

可
能
か
．
 

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

評
価

者
 

報
 

・
 
災
害
情

報
の
デ
ジ
タ
ル

で
の
入
手
が
可

能
に
な
る

こ
と
に
よ
り
，
従
来

で
は
困
難
で
あ

っ
た
ど
う
い
っ

た
対
応

が
可
能
に

な
る
か
．

 

 5
-
1
(
1
)
 
市

か
ら

災
害

情
報

が
デ

ジ
タ

ル
で

提
供

さ
れ

る
こ

と
に

つ
い

て
，

現
状

の
報

道
機

関
へ

の
情

報
提

供
と

比

較
し
て
，

報
道

機
関
の
立
場
か

ら
ど
の
よ
う
に
評
価
し

ま
す
か

？
 

 

5
-
1
(
2
)
 
デ

ジ
タ

ル
で

の
災

害
情

報
の
提

供
に

よ
り

，
報

道
機

関
か

ら
の

市
民

へ
の

情
報

発
信

は
，

現
状

の
情

報
提

供
と
比
較
し
て

，
迅
速
か
つ
適

確
な
情
報
発
信

が
可
能
に
な
り

ま
す
か
？

 

 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

５
 

概
 

要
 

報
道

機
関

へ
の

災
害
情

報
の

リ
ア

ル
タ
イ

ム
提
供

の
有
効

性
に
つ

い
て

検
証
す
る
．

 

報
道

機
関

へ
の

情
報

提
供

 

デ
ジ

タ
ル

化
の

進
展

に
伴
っ

て
，

地
域

や
住

民
個

人
の

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
災

害
情

報
の

提
供

が
可

能

に
な
り
つ

つ
あ
る
が

，
報
道
機
関

に
対
し

て
デ
ジ
タ

ル
で

の
情
報
提
供

は
行
わ
れ

て
い
な

い
．

 

・
 
報
道
機

関
向
け
情
報

共
有
Ｄ
Ｂ
に
よ
る

デ
ジ
タ
ル
で
の
災

害
情
報
の

提
供
を
行
う
．

 

情
報

共
有

判
 

断
 

 

5
-
1
(
3
)
 
デ

ジ
タ

ル
で

の
災

害
情

報
の
提

供
に

よ
り

，
現

状
で

は
困
難

で
あ

っ
た

ど
の

よ
う

な
対

応
が

可
能

に
な

り

ま
す
か
？

 
重
要
度
の
高

い
と
思
わ
れ
る

も
の
を
，

具
体
的

に
お
答
え

く
だ
さ
い

．
 

 な
し
 

 

5
-
1
(
4
)
 
検
証
課
題

５
に
つ
い
て
お

気
づ
き
の
点
が

あ
り
ま
し
た
ら

，
何
で
も
結
構

で
す
の
で
ご
記
入
く
だ
さ

い
．

 

 な
し
 

 5
-
1
(
5
)
 
減

災
情

報
共

有
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

有
効

に
利

活
用

す
る

た
め

に
は

，
接

続
に

関
す

る
コ

ス
ト

の
問

題

や
，

情
報

の
精

度
や
そ

の
取

り
扱

い
な
ど

，
さ

ま
ざ
ま

な
事

が
考
え

ら
れ

ま
す
．

貴
機
関

に
と

っ
て

，
プ

ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
の
普
及
展

開
を
図
る
上

で
，
懸
案
と

な
る
事
項
が
あ

れ
ば
，
ご
回
答

く
だ
さ
い
．

 
 

 な
し
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5
-
2
 W

e
b
G
IS

に
よ

る
住

民
へ

の
広

報
支

援
の

有
効

性
 

現
 
状
 

   
解

決
策
 

 

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 
 

・
 
住
民
の

必
要
な
情
報
の
提
供
が
で

き
た
か
．

 

・
 
問
い
合

わ
せ
負
荷
が
軽
減

す
る
か
．
 

・
 
W
e
b
G
I
S
を
利

用
す
る
こ
と

に
よ
り
わ
か
り
や

す
く
広
報
す

る
こ
と
が
可
能
か

．
 

・
 
広
報
業

務
が
効
率
化
す

る
か
．
 

見
附
市
情
報
共
有

Ｄ
Ｂ
に
あ
る
情

報
項
目
の
内
，
事
前
に
広

報
す
る
こ

と
を
決
め
た
情

報
項
目
に
つ
い

て
，
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
上
で
広
報

す
る
こ
と
が
容

易
に
な
り
ま
す

．
ま
た

，
避
難
所
開
設

情
報
な
ど
，
空
間
的
な
情
報

を
W
e
b
G
I
S

上
で

提
供
す
る
こ
と

が
可
能
に

な
り
ま
す
．

 

 5
-
2
(
1
)
 
W
e
b
G
I
S
の
表
示

画
面
は
，
災
害

広
報
を
行
う
観

点
か
ら
，
見
や

す
い
で
す
か
？

 
 

 

 
0
 

4
 

0
 

0
 

0
 

N
=
4
 

5
-
2
(
2
)
 
災
害
時
の

広
報
業
務
の
負

荷
は
，
軽
減
し

ま
す
か
？
 
 

 

 
0
 

3
 

1
 

0
 

0
 

N
=
4
 

5
-
2
(
3
)
 
災
害
時
に

住
民
が
必
要
と

し
て
い
る
情
報

を
，
迅
速
か
つ

適
確
に
提
供

で
き
ま
す
か
？
 

 

 
1
 

3
 

0
 

0
 

0
 

N
=
4
 

5
-
2
(
4
)
 
住
民
か
ら

の
問
い
合
わ
せ

に
対
す
る
負
荷

が
，
軽
減
し
ま

す
か
？
 

 

 
1
 

2
 

1
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

情
報

共
有

住
民

向
け

の
広

報
に

際
し

て
は

，
必

要
な

情
報

を
で

き
る

だ
け
迅

速
に

行
う

提
供

す
る

必
要

が
あ

る

が
，
災
害

対
応
業
務

に
忙
殺
さ
れ

る
た
め

に
遅
れ

る
こ
と

が
あ
る
．

 

・
 
W
eb
G
I
S
に
よ

る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の

迅
速
な
情
報

提
供
を
行
う
．
 

 

5
-
2
(
5
)
 
シ

ス
テ

ム
の

導
入

に
よ

り
，
現

状
で

は
困

難
で

あ
っ

た
ど
の

よ
う

な
対

応
が

可
能

に
な

り
ま

す
か

？
 

重

要
度

の
高
い

と
思
わ

れ
る
も
の
を
，

具
体
的
に
お
答
え
く
だ
さ

い
．

 

 自
由
回
答

 

 
避

難
所

が
満

員
か

ど
う

か
わ

か
る

の
で

，
調

整
が

容
易

に
な

る
．

開
設

状
況

が
一

目
で

確
認

で
き

る
．

 

 
避
難

所
の
人
員
情

報
が

，
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認

で
き
る

．
 

 
広

報
や

Ｈ
Ｐ

か
ら

の
住

民
へ

の
情

報
だ

け
で

な
く

，
報

道
機

関
を

通
し

て
の

リ
ア

ル
タ

イ
ム

提
供

は
，

市
外
の
方
に
も
提

供
で
き
る
の

で
大
変
良
い
．

 

 
通

行
規

制
路

線
情

報
．

市
外

の
方

か
ら

の
問

い
合

わ
せ

で
，

地
理

感
の

な
い

方
に

，
通

行
規

制
路

線
を

説
明
す
る
こ

と
が
困

難
で
あ
っ

た
．
 

 
報

道
機

関
か

ら
の

問
い

合
わ

せ
・

応
対

は
本

部
で

窓
口

応
対

し
，

現
課

で
詳

細
対

応
し

た
が

，
全

て
本

部
で
一
元
対

応
で

き
る
．

 

 
災

害
危

険
を

回
避

す
る

情
報

を
，

よ
り

早
く

確
実

に
，

又
分

か
り

や
す

く
住

民
に

伝
達

し
て

も
ら

え
る

よ
う
に
思
う

．
 

 
各
施

設
の
状
況
や
交
通

途
絶
箇
所
の

状
況
を
広
域

的
に
リ

ア
ル
タ
イ

ム
に
提
供
で
き
る
．

 

 
7
.1
3
水
害

に
お
い
て
，

消
防
に
問
合

せ
の
多
か
っ
た
も

の
は
，
雨
量

，
要
救
助
者
数
，

応
援
隊
の

数
等

で
，

そ
れ

ら
を

入
力

す
る

事
に

よ
り

，
報

道
機

関
の

問
合

せ
が

少
な

く
な

る
事

は
，

消
防

活

動
に

専
念
で
き
る

．
 

 
被
害

状
況
と
避
難

所
情
報

が
同
時
に

確
認
で
き
る

．
 

 

 5
-
2
(
6
)
 
検
証
課
題

５
に
つ
い
て
お

気
づ
き
の
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
，
何
で
も

結
構
で
す
の
で

ご
記
入
く
だ
さ

い
．

 

 自
由
回
答

 

 
避
難

者
や
避
難
開

設
の
総

数
は
確
認
で
き

る
の
か

．
 
（

→
確
認
可

能
）
 

 
報
道

機
関
の
持
っ

て
い
る

情
報
も
逆

に
吸
収
す
る

シ
ス
テ

ム
も
重
要

で
あ
る
と
思
う
．
 

 
報

道
機

関
自

身
が

災
害

情
報

の
功

罪
を

検
証

す
べ

き
．

そ
の

後
，

情
報

共
有

の
ル

ー
ル

化
を

図
っ

た
方

が
よ
い
．
 

 
報

道
機

関
は

個
人

の
集

合
体

で
あ

る
．

こ
の

シ
ス

テ
ム

で
自

治
体

は
報

道
対

応
へ

の
負

荷
の

低
減

に
期

待
を

持
つ
が

，
報
道

機
関
が
そ

れ
に
対
応
す

る
か
は

わ
か
ら
な

い
と
こ
ろ
が
あ
る
．

 

 
基
図

と
な
っ
て
い

る
地
図
の
精
度

を
あ
げ

る
こ
と

が
必

要
．
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検
 
証

 

課
 
題

 
    6
-
1

関
係

機
関

か
ら

提
供

さ
れ

る
情

報
共

有
の

有
効

性
 

現
 
状
 

    
解

決
策
 

   
★

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

の
被

害
情

報
（
停

電
・
通

信
途

絶
）
 

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 
 

・
 
停
電
や

通
信
途
絶
の
被

害
情
報
が
共
有

さ
れ
た
か
．
 

・
 
停
電
や

通
信
途
絶
の
復

旧
情
報
が

共
有
さ
れ
た
か

．
 

・
 
問
い
合

わ
せ
へ
の
適
切
な
対
応
が

可
能
か
．

 

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 
 

・
 
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
被
害

情
報
，
復
旧
情

報
の
共
有
に
よ

り
，
ど
う
い
っ

た
場
面
で

，
ど

う
い
っ
た
判
断

や
対
応

が
可
能
に

な
る
か
．

 

6
-
1
(
1
)
 
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

利
用

す
る

こ
と

に
よ

り
，

停
電

や
通

信
途

絶
の

情
報

を
共

有
す

る
こ

と
が
で

き
ま

す
が
，
こ

れ
に
よ
り
貴
機
関

の
災
害
対
応

が
向
上
し
ま
す

か
？

  

 
4
 

5
 

1
 

0
 

0
 

N
=
1
0
 

 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

６
 

概
 

要
 

関
係

機
関

の
有

し
て
い

る
被

害
・

対
応

状
況
の
共

有
の
有

効
性
に

つ
い

て
検
証
す
る

 

主
に

電
話

，
フ

ァ
ッ

ク
ス

，
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

な
ど

の
通

信
手

段
に

よ
り

情
報

の
提

供
が

行
わ

れ
て

い
る

．
ア

ナ
ロ

グ
情

報
が

中
心

で
あ

る
た

め
，

情
報

共
有

に
際

し
て

，
内

容
，

範
囲

，
速

度
，

な
ど

が
限
定
さ
れ
る
．
道

路
被
害

や
規

制
情
報

な
ど
は
，
管
理
者
ご
と

に
情
報

が
提
供
さ

れ
て
い
る
た

め
，

一
元
的
な

把
握
を
行

う
こ
と
が
容

易
に
で

き
な
い
．

 

・
 
一
元
的

に
情
報
を

管
理
・
表
示
す
る
こ

と
が
で
き

る
仕
組

み
を
導
入

す
る
．

 

・
 
減
災
情

報
共
有
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

利
活
用
す

る
こ
と

に
よ
り
，
広

く
共
有
を

可
能
に

す
る

．

情
報

共
有被
害

・
対

応
状

況
の

共
有

（
見

附
市

）
 

判
 

断
 

 

6
-
1
(
2
)
 
電

力
・

通
信

の
途

絶
・

復
旧

情
報

の
共

有
に

よ
り

，
ど

う
い

っ
た

場
面

で
，

ど
う

い
っ

た
判

断
や

対
応

が

可
能
に
な
り

ま
す
か
？

 
重
要
度
の
高
い

と
思
わ
れ
る
も

の
を
，

具
体
的

に
お
答
え
く

だ
さ
い

．
 

 

自
由
回
答

 

 
市
民

へ
の
情
報
提

供
が
容

易
に
な
る

．
マ
ス
コ
ミ

へ
の
情

報
提
供
が

容
易
に
な
る
．
 

 
市
（

災
害
対
策
本

部
）

か
ら
の

F
AX

や
電

話
で
の
情
報

提
供
が
で

き
な
い
エ
リ
ア
の
把

握
が
で
き

る
．

 

 
途

絶
復

旧
情

報
の

提
供

で
，

そ
の

地
区

が
限

定
さ

れ
た

場
合

，
住

民
へ

の
早

急
の

情
報

の
提

供
．

ガ
ス

の
復
旧
に
対

し
て
は

一
挙
に
で

き
な
く
，
一
軒
一

軒
の
点
検

が
必
要

．
 

 
給
水

制
限
等
，
応

急
仮
設

ポ
ン
プ
発

電
機
の
手
配

．
 

 
住
民

か
ら
の
個
別

質
問
に

タ
イ
ム
リ

ー
な

情
報
提
供
で

き
る
．

 

 
電
力

の
復
旧
時
の

火
災
予

防
広
報
に

つ
い
て
，
タ
イ
ミ

ン
グ
を
失

せ
ず
実

施
で
き
る
．

 

 
途

絶
エ

リ
ア

を
早

期
に

確
認

す
る

こ
と

に
よ

り
，

情
報

の
伝

達
手

法
，

支
援

対
応

な
ど

の
対

策
が

早
く

と
れ

る
よ

う
に

な
る

．
た

だ
し

，
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

エ
リ

ア
特

定
は

必
ず

早
く

で
き

る
も

の

で
も

な
い
の
で
，

総
合
的

な
対
応
は

難
し
い
部
分

も
多
く

あ
る
．

 

 
状
況

に
応
じ
た
装

備
の
準

備
や
支

援
要
請

が
で
き
る
．

 

 
通

信
の

途
絶

は
，

電
話

を
想

定
し

て
い

る
と

思
い

ま
す

が
，

消
防

に
関

し
て

は
，

非
常

用
発

電
機

や
消

防
無

線
が

装
備

さ
れ

て
お

り
，

直
接

災
害

時
の

消
防

活
動
に

影
響

し
ま

せ
ん

．
市

民
の

問
合

せ
に

対
し
て
は
利

用
で
き

る
．

 

 
住
民

に
対
し
て
，

電
力
通

信
状
況
を
伝
え

る
こ
と
が
で

き
る
．
 

  

★
道

路
被

害
・
通

行
規

制
情

報
 

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 
 

・
 
管
轄
を

超
え
た
道
路
被

害
・
通
行
規
制

情
報
が
共
有
さ

れ
た
か
．
 

・
 
問
い
合

わ
せ
へ
の
適
切
な
対
応
が

可
能
か
．

 

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 
 

・
 
道
路
被

害
・
通
行
規
制

情
報
の
共

有
に
よ
り
，
ど
の
よ

う
な
場
面

で
，
ど
の
よ
う
な
判

断
や
対
応
が
可

能
に
な

る
か
．
 

6
-
1
(
3
)
 
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

利
用
す

る
こ

と
に

よ
り

，
管

理
者
の

管
轄

を
超

え
て

道
路

被
害

・
通

行
規

制
の

情

報
を
共
有

す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
，

こ
れ
に
よ
り
貴
機
関
の

災
害
対
応

が
向
上

し
ま
す

か
？

 

 

 
6
 

3
 

0
 

0
 

0
 

1
 

N
=
1
0
 

 

6
-
1
(
4
)
 
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

利
用
す

る
こ

と
に

よ
り

，
住

民
や
関

係
機

関
か

ら
の

問
い

合
わ

せ
に

対
し

て
，

適

切
な
対
応

が
で
き
ま
す
か

？
 

 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
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6
 

4
 

0
 

0
 

0
 

N
=
1
0
 

 

6
-
1
(
5
)
 
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

利
用
す

る
こ

と
に

よ
り

，
災

害
時
に

お
け

る
走

行
車

両
の

情
報

を
共

有
す

る
こ

と

が
で
き
ま

す
が
，
災
害
対

応
の
判
断
に

有
効

で
す
か
？

 

 

 
7
 

3
 

0
 

0
 

0
 

N
=
1
0
 

 

6
-
1
(
6
)
 
道

路
被

害
・

通
行

規
制

の
情

報
の

共
有

に
よ

り
，

ど
う

い
っ

た
場

面
で

，
ど

う
い

っ
た

判
断

や
対

応
が

可

能
に
な
り

ま
す
か
？

 
 

 

自
由
回
答

 

 
交
通

止
め
の
対
応

が
速
や

か
に
で
き

る
．
 

 
市

民
か

ら
の

問
い

合
わ

せ
に

ス
ピ

ー
デ

ィ
ー

に
対

応
可

能
．

避
難

経
路

，
災

害
現

場
対

応
経

路
判

断
が

す
ぐ
で
き
る

．
 

 
道

路
被

害
情

報
に

よ
り

，
地

下
埋

設
物

（
ガ

ス
・

水
道

・
下

水
道

）
の

被
害

情
報

の
把

握
が

迅
速

に
で

き
，
住
民
へ

の
周
知

や
問
い
合
わ
せ

に
も
対
応
が

早
い
．

 

 
道
路

復
旧
順
位
．

通
行
規

制
表
示
の
設
置

場
所
選
定

．
 

 
（

例
と

し
て

）
担

当
課

は
実

際
の

被
害

対
応

に
追

わ
れ

，
外

部
か

ら
の

質
問

に
答

え
き

れ
な

い
状

況
だ

っ
た
が
，
タ

イ
ム
リ

ー
な
応
対
が
可

能
と
な
る

．
 

 
火

災
・

救
急

・
救

助
等

の
緊

急
車

の
通

行
経

路
の

決
定

及
び

他
市

・
他

県
か

ら
の

応
援

隊
の

進
入

経
路

の
決
定

．
 

 
自

動
車

メ
ー

カ
ー

サ
イ

ド
と

の
情

報
共

有
化

が
図

れ
れ

ば
，

道
路

通
行

情
報

が
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

入
手

で
き
る
の
で

，
活
用

価
値
は
高
い
と

思
う
．

 

 
資

機
材

・
人

員
等

の
支

援
や

応
急

復
旧

の
際

に
適

切
な

ル
ー

ト
選

定
が

可
能

と
な

る
．

市
民

の
適

切
な

誘
導
が
可
能
と
な

る
．
道
路
復

旧
の
優
先
順

位
の

判
断
に
役

立
つ

 

 
現

在
は

，
受

信
し

た
情

報
を

地
図

に
記

入
し

た
も

の
を

基
に

活
動

を
行

っ
て

い
る

が
，

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム
を
利
用

す
れ
ば

，
出
動
部

隊
全
隊
に
コ

ピ
ー
を

渡
せ
る
．
 

  

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 

6
-
2

被
害

・
対

応
状

況
の

共
有

化
に

よ
る

判
断

の
高

度
化

 

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 
 

・
 
（
個
別

の
情
報
項
目
で

は
な
く
全
体
的

な
視
点
か
ら
）
災
害
時
に
必
要
な
被

害
・
対
応

状
況
の
共

有
が

可
能
に

な
っ
た
こ
と
に

よ
り
，
従

来
で
は
困
難
で

あ
っ
た

，
ど
う
い
っ

た
対
応
が
可
能
に
な
る
か

．
 

6
-
2
(
1
)
 
（

個
別

の
情

報
項

目
で

は
な

く
全

体
的

な
視

点
か

ら
）

災
害

時
に

必
要

な
被

害
・

対
応

状
況

の
共

有
が

可

能
に
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
，
ど
う

い
っ
た
対
応

の
判

断
が
可
能
に
な

り
ま
す
か
？
 

重
要
度
の
高
い

と
思

わ
れ
る
も
の
を

，
具
体
的
に
お

答
え
く
だ

さ
い

．
 

 

自
由
回
答

 

 
各

機
関

へ
の

問
い

合
わ

せ
手

間
が

省
け

る
．

市
民

が
情

報
を

一
度

に
得

る
こ

と
が

で
き

る
．

あ
ら

ゆ
る

情
報
が
得
ら

れ
る
の

で
，
統
合

的
に

判
断
し
て
の

対
応
が
で

き
る
．

 

 
二
次

災
害
防
止
．

救
助
方

法
．
復
旧

方
法
（
応
急

も
含
む
）
．
 

 
対

応
す

る
多

数
の

職
員

へ
口

頭
で

の
指

示
は

一
同

に
集

め
る

．
時

間
的

な
ロ

ス
，

又
は

伝
言

者
の

正
確

性
が
伝
わ
ら

な
い
こ

と
が
考

え
ら
れ

る
が
，

こ
の
シ

ス
テ
ム
は

有
効
で
あ
る
．
 

 
担
当

行
政
の
垣
根

を
越
え

た
支
援

・
協
力

体
制
の
構
築

．
 

 
現

状
認

識
（

雨
量

，
水

位
，

道
路

な
ど

）
を

正
確

に
行

な
う

．
救

助
，

避
難

，
応

急
復

旧
な

ど
の

対
応

を
的

確
に

実
施

す
る

．
避

難
所

対
応
の

充
実

．
市

内
に

お
い

て
は

，
他

部
局

の
状

況
が

把
握

で
き

る
．
 

 
画

像
デ

ー
タ

を
現

地
か

ら
送

ら
れ

る
こ

と
に

よ
り

，
適

切
な

指
示

が
可

能
と

な
る

．
多

く
の

人
の

目
に

情
報

が
触

れ
る

こ
と

で
，

よ
り

適
切

な
指

示
・

判
断

が
可

能
と

な
る

．
支

援
を

計
画
す

る
側

や
マ

ス
コ
ミ
，
市

民
，
地

域
外
も
必

要
と
す
る
情

報
を
迅
速
に
得

る
こ
と

が
で
き
る

．
 

 
報

告
が

簡
単

に
な

る
．

又
，

問
合

せ
を

し
な

く
て

よ
い

．
重

要
な

情
報

の
詳

細
だ

け
問

合
せ

す
れ

ば
よ

い
事
に
な
る

．
 

 

 

体
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6
-
2
(
2
)
 
シ

ス
テ

ム
の

導
入

が
さ

れ
た
後

で
も

，
災

害
対

応
時

に
お
け

る
「

声
出

し
」

や
「

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
や

壁

新
聞
の
利
用
」
は
必

要
だ
と
思
わ
れ

ま
す
．
デ
ジ
タ
ル
と

ア
ナ
ロ
グ
手
段

の
棲
み
分
け
は

，
ど
う

い
っ

た

形
で
行
わ

れ
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
？

 
回

答
者
の
個
人
的
な
見
解

を
，
で
き
る

だ
け
具
体
的

に
お
答

え
く
だ
さ
い
．

 

 

自
由
回
答

 

 
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
シ

ス
テ

ム
的

な
も

の
は

，
入

力
等

の
作

業
が

必
要

な
こ

と
か

ら
，

初
は

，
声

出

し
や

紙
で
の
情
報

共
有
は
必
要
不

可
欠
と

思
う
．

 

 
公
的

施
設
等
大
勢

の
人
が

見
る
所
は
ア
ナ

ロ
グ
で
の
表

示
は
必
要

．
 

 
高
齢

者
障
害
者
な

ど
要
援

護
者
に
対

し
て
は
，
声
か

け
や
手
書
伝

達
広
報

は
絶
対
に

必
要
と
思
う

．

声
か

け
は
，
災
害

で
気
持

ち
が
沈
ん

で
い
る
と
き

は
有

効
と
思
わ

れ
る
．

 

 
災

害
発

生
時

は
多

く
の

情
報

が
一

度
に

入
っ

て
く

る
た

め
，

メ
モ

声
出

し
ホ

ワ
イ

ト
ボ

ー
ド

を
利

用
し

た
緊

急
性

の
高

い
も

の
に

つ
い

て
の
対

応
が

必
要

と
思

わ
れ

る
．

災
害

本
部

被
害

状
況

の
現

状
把

握
は
口
頭
，

ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド

，
電

話
対
応
で
も

可
能
で
あ

る
が
．

 

 
避
難

所
と
本
部
の

情
報
共

有
が
今
後

期
待
を
持
て

る
．（

例
：

避
難

所
職
員
は
，
避
難

者
の
応
対
に

追
わ

れ
，
情
報
提

供
ま
で

手
が
廻
ら

な
い
現
状
で
あ
る

．
こ
れ
ら

の
解
決

が
可
能
で
あ

る
．
）

 

 
秘
密

保
持
の
重
要

度
に
よ

る
棲
み

分
け
．

 

 
組
織

内
で
共
有
す

べ
き
重

要
事
項
は

ア
ナ
ロ
グ
で
表
示

す
べ
き
．
デ
ジ
タ
ル
は
非
常

に
便
利
だ
が

，

電
源

，
台
数
，
目
視

性
に
欠
け
る
点
が

あ
る
．
全
て
の

人
々
が

PC
や
携
帯
を

使
い
こ
な
せ

る
わ
け

で
は

な
い

た
め

，
高

齢
者

や
身

障
者

等
向

け
に

，
適

切
な

情
報

提
供

を
行

う
こ

と
が

必
要

と
考

え

る
．

 

 
消

防
は

，
受

信
情

報
を

図
面

に
落

と
し

，
誰

も
が

簡
単

に
見

ら
れ

る
よ

う
に

す
る

事
が

，
指

揮
命

令
を

迅
速

的
確

に
指

令
で

き
る

．
こ

の
シ

ス
テ

ム
は

大
変

よ
い

事
は

わ
か

っ
て

い
る

が
，

現
在

の

体
制

で
は
人
的
余

裕
が
無

い
た
め
，

対
策
本
部
で

す
べ
て
入
力
し

て
も
ら

う
と
助
か
る

．
 

 
シ
ス

テ
ム
入
力
用

紙
を
き

ち
ん
と
記

入
し
，
そ
の
入
力

用
紙
を
ア
ナ

ロ
グ
手
段
と
し

て
掲
示
す
る

．

重
要

な
情
報
は
地

図
に

表
示
す
る

．
 

  

 

6
-
3
 
災

害
対

応
の

記
録

 

現
 
状
 

   
解

決
策
 

  

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 
 

・
 
災
害
対

応
業
務
の
記
録
が
可
能
に

な
る
か
．

 

・
 
長
期
的

な
対
応
が
必
要

な
際
に
業
務
の
引
き
継
ぎ

が
容
易
に
行
え

る
か
．

 

・
 
事
後
の

検
証
が
容
易
に
な
る
か
．

 

6
-
3
(
1
)
 
災

害
対

応
管

理
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

，
災

害
対

応
業

務
の

記
録

を
残

す
こ

と
が

可
能

に
な

り
ま

す
．

こ
れ

に

よ
り
，

災
害
対
応

の
判
断
が

向
上

し
ま
す
か
？
 

 

 
1
 

2
 

1
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 

6
-
3
(
2
)
 
災

害
対

応
管

理
シ

ス
テ

ム
に

よ
り

，
長

期
に

及
ぶ

災
害

対
応

業
務

に
お

い
て

，
担

当
者

の
引

き
継

ぎ
作

業

は
，
容
易

に
な
り
ま
す
か

？
 

 

 
1
 

3
 

0
 

0
 

0
 

N
=
4
 

  

6
-
3
(
3
)
 
災
害
対
応

管
理
シ
ス
テ
ム

は
，
事
後
の
検

証
を
行
う

上
で

有
効
で
す
か

？
 

 

 
2
 

2
 

0
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

災
害

時
に

お
い

て
は

業
務

に
忙

殺
さ

れ
る

た
め

，
災

害
対

応
の

記
録

を
と

る
こ

と
が

難
し

い
．

紙
媒

体
を
中
心

の
た
め
，

整
理
や
検
証

が
困
難

で
あ
る
．

 

・
 
災
害
対

応
を
管
理

・
支
援
す
る
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
．

 

情
報

共
有
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6
-
4

被
害

・
対

応
状

況
の

共
有

化
に

よ
る

体
制

の
高

度
化

 

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 
 

・
 
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を

有
効
活
用
す
る

た
め
に
，
計
画

や
体
制
に
ど
の

よ
う
な
変
化
が

必
要
か
．
 

 6
-
4
(
1
)
 
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
有

効
活
用
す

る
こ
と
で
，
避
難

勧
告
・
指
示
の
発
令
の

検
討

は
，
向
上
し

ま
す
か
？

 

 
4
 

5
 

1
 

0
 

0
 

N
=
1
0
 

 

6
-
4
(
2
)
 
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

有
効

活
用

す
る

た
め

に
，

計
画

や
体

制
に

ど
の

よ
う

な
変

化
が

必
要

で
す

か
？

重
要
度
の
高
い

と
思
わ
れ
る
も

の
を
，

具
体
的

に
お
答
え

く
だ
さ
い

．
 

 

自
由
回
答

 

 
記
録

者
を
増
員
す

る
必

要
が
あ
る

．
 

 
定
期

的
な
シ
ス
テ

ム
操
作

訓
練
が
必

要
．
 

 
道

路
な

ど
は

広
域

化
の

中
に

あ
る

の
で

，
こ

の
シ

ス
テ

ム
は

一
市

だ
け

で
な

く
広

域
的

に
導

入
す

る
こ

と
に
よ
っ
て

有
効
と

な
る
（

特
に
道

路
関
係
）
．
 

 
職
員

の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
．

人
力
人
員

の
確
保
．
 

 
職
員

の
入
力
体
制

は
専

任
で
は
な

く
，
万
人
が
入

力
で
き

る
こ
と
が
ベ
ス

ト
で
あ
る

．
 

 
全

体
の

情
報

量
が

増
加

す
る

こ
と

は
必

至
で

，
取

扱
う

情
報

の
信

頼
度

，
正

確
度

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
機

能
が
重
要
に
な
る

．
 

 
災

害
対

応
は

行
政

の
重

要
課

題
で

あ
る

が
，

職
数

は
年

々
削

減
さ

れ
て

い
る

．
シ

ス
テ

ム
化

に
よ

り
少

人
数
体
制
を

ク
リ
ア
し
よ
う

と
し
て

い
る
．
そ

の
た
め
に
，
操

作
担
当
を
体
制
に

明
示
す
る

．

 
省
庁

や
県
・
市
町

村
，
及

び
官
民
を

超
え
た
情
報

共
有
の
体
制
が

必
要

．
 

 
避

難
準

備
情

報
等

の
発

令
基

準
は

，
刈

谷
田

川
の

越
水

を
想

定
し

て
よ

り
も

，
内

水
が

排
水

で
き

な
い

た
め

床
下

浸
水

等
の

事
態
と

な
り

発
令

す
る

も
の

で
，

災
害

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
に

各
地

域
ご
と
の
内

水
情
報
が
表
示

で
き
る

と
よ
い

．
 

  

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

体
 

制
 

 

6
-
4
(
3
)
 
検
証
課
題

６
に
つ
い
て
お

気
づ
き
の
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
，
何
で
も

結
構
で
す
の
で

ご
記
入
く
だ
さ

い
．

 

 

自
由
回
答

 

 
情

報
の

変
化

に
対

す
る

対
応

は
ど

の
よ

う
に

な
る

の
か

．
情

報
の

訂
正

が
あ

っ
た

場
合

の
伝

達
方

法
等

は
ど
う
な
る

の
か
．

 

 
ペ
ー

パ
ー
・
メ
モ

用
紙
の
併
用
が

必
要
で

あ
る
．

 

 
時
系

列
の
被
害
状

況
や

活
動
状
況

は
，
災
害
時

だ
け

で
な
く

，
災
害
後
の

検
証
に
も
必
要
で

，
7
.1
3

水
害

で
は

対
策

本
部

と
消

防
は

別
々

に
作

成
し

た
た

め
，

後
日

，
対

策
本

部
の

時
系

列
に

消
防

の

重
要

な
活

動
を

入
れ

た
．

こ
の

シ
ス

テ
ム

を
利

用
す

れ
ば

，
簡

単
に

各
部

が
入

力
で

き
，

又
，

活

用
す

る
こ
と
が
で

き
る
．
 

 

 6
-
4
(
4
)
 
減

災
情

報
共

有
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

有
効

に
利

活
用

す
る

た
め

に
は

、
接

続
に

関
す

る
コ

ス
ト

の
問

題

や
、

情
報

の
精

度
や
そ

の
取

り
扱

い
の
問

題
な

ど
、
さ

ま
ざ

ま
な

事
が

考
え
ら

れ
ま

す
．
貴

機
関

に
と

っ

て
、
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
普
及
展
開
を

図
る
上
で
、
懸
案
と
な
る

事
項
が
あ
れ
ば

、
ご
回
答
く

だ
さ
い

．
 

 
自

由
回
答

 

 
ハ
ー

ド
の
設
置
費

用
．
地
図
情
報
等
の

メ
ン
テ
ナ
ン

ス
．
操
作
で
き

る
人
の
確
保
と

日
頃
の
研
修

．
 

 
す

べ
て

の
公

的
機

関
で

の
対

応
が

必
要

で
あ

る
た

め
，

コ
ス

ト
は

多
少

か
か

っ
て

も
早

期
に

導
入

を
検

討
す

べ
き

と
思

う
．

市
民

の
情

報
化

推
進
も

重
要

で
あ

り
，

国
民

全
体

が
こ

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を
利
用
で

き
る
環
境
が
必

要
．
 

 
ど
こ

の
自
治
体
で

も
財
政

負
担
が

１
番
の

問
題
．

 

 
コ
ス

ト
．
職
員
教

育
．
個

人
情
報
の

取
り
扱
い
．

 

 
適
宜

シ
ス
テ
ム
活

用
の
訓

練
が
必
要

か
と
思
わ
れ

る
．
 

 
国

，
県

，
市

町
村

が
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

有
効

性
を

認
識

し
て

構
築

し
よ

う
と

考
え

な
い

と
普

及
は

進
ま

な
い

．
多

く
の

自
治

体
が

参
画
す

る
こ

と
で

，
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

有
効

性
も

高
ま

る
．

シ
ス
テ
ム
，

ツ
ー
ル

が
安
価
で
あ
る

こ
と
．

 

 
や
は

り
，
財
源
と

人
材
．

 

 
現

在
の

消
防

の
人

員
で

は
，

タ
イ

ム
リ

ー
に

入
力

で
き

な
い

と
思

い
ま

す
．

消
防

が
受

信
し

た
も

の
を

対
策
本
部
で
入
力

す
る
．
又

は
，
災
害
時
対
策

本
部
か
ら
，
職

員
を
派

遣
し

て
も
ら

う
な
ど
，

入
力

す
る
人
員
等

を
考
え

る
必
要

が
あ
る

と
思
い
ま
す

．
 

 
導
入

費
用
が
ど
の
程
度

か
．
他
の

P
C（

現
在
使
用
し
て
い
る

PC
）
で
接

続
で
き
る
か
．
入
力
作
業

の
簡

素
化
．
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検
 
証

 

課
 
題

 
    7
-
1
 
関

係
機

関
（
県

・
国

）
が

必
要

と
し

て
い

る
市

の
被

害
・
対

応
状

況
の

情
報

 

現
 
状
 

   
解

決
策
 

   

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

評
価

者
 

県
 
国

 

・
 
ど
の
よ

う
な
情
報

が
共

有
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
か
．
 

・
 
情
報
収

集
業
務
は
軽
減

す
る
か
．
 

・
 
迅
速
な

広
報
が
可
能
に

な
る
か
．
 

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

評
価

者
 

県
 
国

 

・
 
ど
の
よ

う
な
情
報
が
共

有
さ
れ
る
と
，
ど
の
よ
う

な
災

害
対
応
の

判
断

に
効
果
的
か
．

 

7
-
1
(
1
)
 
情

報
共

有
Ｄ

Ｂ
に

直
接

ア
ク

セ
ス

す
る

こ
と

に
よ

り
，

市
か

ら
の

報
告

を
待

つ
こ

と
な

く
被

害
情

報
の

集

約
が

可
能

に
な

り
ま
す
．
こ

れ
に

よ
り
，

被
害

情
報
の

収
集

は
，

現
状

と
比
較
し

て
，

円
滑

に
な

り
ま

す

か
？
 

 

 
1
 

2
 

0
 

0
 

1
 

N
=
4
 

 

7
-
1
(
2
)
 
市

の
災

害
対

策
本

部
が

把
握
し

て
い

る
被

害
情

報
を

共
有
す

る
こ

と
に

よ
り

，
災

害
対

応
の

判
断

が
向

上

し
ま
す
か
？

 

 

 
1
 

2
 

0
 

0
 

1
 

N
=
4
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

１
 

１
 

７
 

概
 

要
 

市
お
よ
び
関
係
機

関
の
被
害
・
対
応
状

況
の
共
有
の
有

効
性
に
つ
い
て

，

関
係
機
関
を
対

象
と
し
て

検
証

す
る
．

 

４
号

様
式

の
報

告
情

報
は

，
災

害
時

の
迅

速
な

判
断

材
料
と

し
て

は
十

分
で

は
な

い
．

現
地

詳
細

情

報
の
把
握

が
必
要
な
場
合

が
あ
る
．

 

・
 
情
報

共
有
Ｄ
Ｂ
に

よ
り
，

市
か
ら
の

報
告
情
報
は

県
・
国

と
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
共

有
す
る

．
 

・
 
情
報

共
有
Ｄ
Ｂ
か

ら
県
・

国
は
必
要

な
情
報
を
取
り
に

行
く
仕
組

み
を
導

入
す
る
．

 

情
報

共
有被
害

・対
応

状
況

の
共

有
（関

係
機

関
） 

判
 

断
 

 

7
-
1
(
3
)
 
市

の
災

害
対

策
本

部
が

把
握
し

て
い

る
被

害
情

報
を

共
有
す

る
こ

と
は

，
広

域
応

援
体

制
の

判
断

に
，

有

効
で
す
か

？
 

 

 
2
 

2
 

0
 

0
 

0
 

N
=
4
 

 

7
-
1
(
4
)
 
ど

の
よ

う
な

情
報

が
共

有
さ

れ
る

と
，

ど
う

い
っ

た
判

断
や

対
応

が
，

貴
機

関
に

お
い

て
可

能
に

な
り

ま

す
か
？
 

重
要
度
の
高
い

と
思
わ
れ
る
も

の
を
，

具
体
的

に
お
答
え

く
だ
さ
い

．
 

 

自
由
回
答

 

 
人

的
・

住
家

被
害

．
避

難
（

勧
告

・
指

示
・

自
主

）
状

況
．

他
県

等
の

広
域

応
援

の
必

要
性

の
判

断
．

情
報

先
遣
チ

ー
ム

，
個

査
団

派
遣

の
必

要
性

の
判

断
．

現
地

の
被

害
状

況
の

写
真

（
地

図
と

完
全

に
対
応
が
つ

く
も
の
）
．
 

 
部
隊

，
物
資

の
情
報

．
交
通
の
情

報
．
ラ

イ
フ
ラ

イ
ン
の
情
報
（
特
に

電
気

，
水
道
）
．
こ
れ
ら
の

内
容

が
共
有
さ
れ
れ
ば

，
初
動
対
応

，
応
急
対
応

の
規
模

や
内
容
の
判
断

が
可
能

に
な
る

．
 

 
避

難
者

数
 

→
 

自
衛

隊
，

広
域

緊
急

消
防

援
助

隊
の

派
遣

場
所

の
選

定
．

避
難

所
の

状
況

 
→
 

食
料

支
援
等
．
道

路
状
況

等
に
つ
い

て
は
，
こ
れ

ら
い
ず

れ
に
お
い

て
も
必
要
．
 

 
共

有
が

望
ま

れ
る

情
報

：
災

害
種

別
，

災
害

の
発

生
場

所
，

災
害

現
場

の
状

況
，

災
害

の
規

模
，

救
援

を
必

要
と

し
て

い
る

災
害

現
場

の
位

置
，

道
路

の
通

行
障

害
．

 
行

わ
れ

る
判

断
や

対
応

：

緊
急

消
防
援
助
隊

の
派
遣

の
意
思
決

定
（
規
模
，
部
隊

編
成
，
派

遣
場
所

な
ど
）

 

 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
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 7
-
2
 
関

係
機

関
（
電

力
）
が

必
要

と
し

て
い

る
市

の
被

害
・
対

応
状

況
の

情
報

 

現
 
状
 

    
解

決
策
 

  

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

評
価

者
 

電
 

・
 
必
要
な

情
報
が
迅
速
に

共
有
さ
れ

る
か
．

 

・
 
情
報
収

集
業
務
は
軽
減

す
る
か
．
 

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

評
価

者
 

電
 

・
 
市
災
害

対
策
本
部
連
絡

要
員
，
営
業
所
，
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら

，
ど

の
よ
う
な
情
報

が
共
有
さ
れ
る

と
，
ど

の
よ
う
な
災
害

対
応
の
判

断
に
効
果
的
か

．
 

7
-
2
(
1
)
 
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

利
用
す

る
こ

と
に

よ
り

，
市

や
関
係

機
関

の
災

害
情

報
を

共
有

す
る

こ
と

が
可

能

に
な
り
ま

す
．
こ
れ
に
よ

り
，
被
害
情
報

の
収
集
，
提
供

は
，
円
滑
に

な
り
ま
す
か

？
 

 

 
0
 

1
 

0
 

0
 

0
 

N
=
1
 

 

7
-
2
(
2
)
 
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
利
用
す
る
こ

と
に

よ
り
，

災
害
対

応
の
判
断
が
向
上

し
ま
す
か
？

 

 

 
1
 

0
 

0
 

0
 

0
 

N
=
1
 

 

7
-
2
(
3
)
 
市

の
災

害
対

策
本

部
が

把
握
し

て
い

る
被

害
情

報
を

共
有
す

る
こ

と
に

よ
り

，
災

害
対

応
の

判
断

が
向

上

し
ま
す
か
？

 

 

 
0
 

1
 

0
 

0
 

0
 

N
=
1
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

市
や

関
係

機
関

と
の

連
絡

手
段

は
，

電
話

，
フ

ァ
ッ

ク
ス
が

中
心

で
あ

る
た

め
，

情
報

共
有

に
際

し

て
，

内
容

，
範

囲
，

速
度

，
な

ど
が

限
定

さ
れ

る
．

被
害

が
甚

大
な

場
合

に
は

，
災

害
対

策
本

部
に

連
絡
要
員

を
派
遣
し

て
情
報
収
集

・
調
整

を
行
う
．

 

・
 
減

災
情
報

共
有
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー

ム
を
利

活
用
す
る
こ

と
に
よ
り

，
広
く

共
有
を
可

能
に
す
る

．

情
報

共
有

判
 

断
 

 

7
-
2
(
4
)
 
市
災
害
対

策
本
部
連
絡
要

員
，
営
業
所

，
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
，
ど
の
よ
う
な

情
報
が
共

有
さ
れ
る
と
，

ど
の

よ
う

な
災

害
対
応

の
判

断
に

効
果
的

で
す

か
？

 
重
要

度
の
高

い
と

思
わ

れ
る

も
の
を

，
具

体
的

に

お
答
え
く
だ

さ
い
．
 

 

自
由
回
答

 

営
業
所
 

 
道

路
状

況
．

復
旧

作
業

の
効

率
が

上
が

る
．

企
業

で
も

「
避

難
支

援
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
」

が
使

用
で

き
れ
ば
，
目

的
地
へ

の
到
着
が
迅
速

に
な
り

，
復
旧

も
早
め
る

こ
と
が
可
能

．
 

 
避
難

所
情
報
．
避

難
が
長

時
間
に
な

る
場

合
な
ど

，
支
援

に
役
立
て

る
こ
と
が
で
き
る
．

 

連
絡
要
員

 

 
連
絡

要
員
か
ら
営

業
所
へ

の
連
絡
が
正
確

か
つ
迅
速
に

な
る
（
全
て

の
情

報
）
．
 
 

 
情

報
伝

達
が

効
率

化
さ

れ
る

の
で

，
重

要
施

設
（

役
所

・
病

院
・

避
難

所
な

ど
）

の
送

電
に

つ
い

て
，

市
対
策
本
部

と
相
談
で
き
る

よ
う
に

な
る
．
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7
-
3
 
関

係
機

関
（
通

信
）
が

必
要

と
し

て
い

る
市

の
被

害
・
対

応
状

況
の

情
報

 

現
 
状
 

    
解

決
策
 

  

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

評
価

者
 

通
 

・
 
必
要
な

情
報
が
迅
速
に
共
有
さ
れ

る
か
．

 

・
 
情
報
収

集
業
務
は
軽
減

す
る
か
．
 

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

評
価

者
 

通
 

・
 
市
災
害

対
策
本
部
連
絡

要
員
，
支
店
，
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
，
ど

の
よ
う
な
情
報

が
共
有
さ
れ
る

と
，

ど
の
よ

う
な
災
害
対
応

の
判
断
に
効
果

的
か
．
 

 7
-
3
(
1
)
 
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

利
用
す

る
こ

と
に

よ
り

，
市

や
関
係

機
関

の
災

害
情

報
を

共
有

す
る

こ
と

が
可

能

に
な
り
ま

す
．
こ
れ
に
よ

り
，
被
害
情
報

の
収
集
，
提
供

は
，
円
滑
に

な
り
ま
す
か

？
 

 

 
1
 

0
 

0
 

0
 

0
 

N
=
1
 

 

7
-
3
(
2
)
 
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
利

用
す
る
こ
と
に

よ
り
，
災
害
対

応
の
判
断
が
向
上

し
ま
す
か
？

 

 

 
0
 

1
 

0
 

0
 

0
 

N
=
1
 

 

7
-
3
(
3
)
 
市

の
災

害
対

策
本

部
が

把
握
し

て
い

る
被

害
情

報
を

共
有
す

る
こ

と
に

よ
り

，
災

害
対

応
の

判
断

が
向

上

し
ま
す
か
？

 

 

 
1
 

0
 

0
 

0
 

0
 

N
=
1
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

情
報

共
有

判
 

断
 

市
や

関
係

機
関

と
の

連
絡

手
段
は

，
電

話
，

フ
ァ

ッ
ク

ス
が

中
心

で
あ

る
た

め
，

情
報

共
有

に
際

し

て
，

内
容

，
範

囲
，

速
度

，
な

ど
が

限
定

さ
れ

る
．

被
害

が
甚

大
な

場
合

に
は

，
災

害
対

策
本

部
に

連
絡
要
員

を
派
遣
し

て
情
報
収
集

・
調
整

を
行
う
．

 

・
 
減

災
情
報

共
有
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー

ム
を
利

活
用
す
る
こ

と
に
よ
り

，
広
く

共
有
を
可

能
に
す
る

．

 

7
-
3
(
4
)
 
市

災
害

対
策

本
部

連
絡

要
員
，

支
店

，
そ

れ
ぞ

れ
の

立
場
か

ら
，

ど
の

よ
う

な
情

報
が

共
有

さ
れ

る
と

，

ど
の

よ
う

な
災

害
対
応
の
判

断
に

効
果
的

で
す

か
？

 
重
要

度
の
高

い
と

思
わ

れ
る

も
の
を

，
具

体
的

に

お
答
え
く
だ

さ
い
．
 

 

自
由
回
答

 

 
避
難

所
の
状
況
（
住
民

の
避
難
数

，
場
所
）
 
→

 
住
民

の
通
信
手

段
の
確
保
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7
-
4
 
関

係
機

関
（
警

察
）
が

必
要

と
し

て
い

る
市

の
被

害
・
対

応
状

況
の

情
報

 

現
 
状
 

    
解

決
策
 

  

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

評
価

者
 

警
 

・
 
必
要
な

情
報
が
迅
速
に
共
有
さ
れ

る
か
．

 

・
 
情
報
収

集
業
務
は
軽
減

す
る
か
．
 

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

評
価

者
 

警
 

・
 
市
災
害

対
策
本
部
連
絡

要
員
，
警
察
署
，
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら

，
ど

の
よ
う
な
情
報

が
共
有
さ
れ
る

と
，
ど

の
よ
う
な
災
害

対
応
の
判

断
に
効
果
的
か

．
 

 7
-
4
(
1
)
 
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

利
用
す

る
こ

と
に

よ
り

，
市

や
関
係

機
関

の
災

害
情

報
を

共
有

す
る

こ
と

が
可

能

に
な
り
ま

す
．
こ
れ
に
よ

り
，
被
害
情
報

の
収
集
，
提
供

は
，
円
滑
に

な
り
ま
す
か

？
 

 

 
1
 

0
 

0
 

0
 

0
 

N
=
1
 

 

7
-
4
(
2
)
 
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
利

用
す
る
こ
と
に

よ
り
，
災
害
対

応
の
判
断
が
向
上

し
ま
す
か
？

 

 

 
1
 

0
 

0
 

0
 

0
 

N
=
1
 

 

7
-
4
(
3
)
 
市

の
災

害
対

策
本

部
が

把
握
し

て
い

る
被

害
情

報
を

共
有
す

る
こ

と
に

よ
り

，
災

害
対

応
の

判
断

が
向

上

し
ま
す
か
？

 

 

 
1
 

0
 

0
 

0
 

0
 

N
=
1
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

情
報

共
有

判
 

断
 

市
や

関
係

機
関

と
の

連
絡

手
段

は
，

電
話

，
フ

ァ
ッ

ク
ス
が

中
心

で
あ

る
た

め
，

情
報

共
有

に
際

し

て
，

内
容

，
範

囲
，

速
度

，
な

ど
が

限
定

さ
れ

る
．

被
害

が
甚

大
な

場
合

に
は

，
災

害
対

策
本

部
に

連
絡
要
員

を
派
遣
し
て
情

報
収
集

・
調
整
を
行
う

．
 

・
 
減

災
情
報

共
有
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー

ム
を
利

活
用
す
る
こ

と
に
よ
り

，
広
く

共
有
を
可

能
に
す
る

．

 

7
-
4
(
4
)
 
市
災
害
対

策
本
部
連
絡
要

員
，
警
察
署

，
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
，
ど
の
よ
う
な

情
報
が
共

有
さ
れ
る
と
，

ど
の

よ
う

な
災

害
対
応

の
判

断
に

効
果
的

で
す

か
？

 
重
要

度
の
高

い
と

思
わ

れ
る

も
の
を

，
具

体
的

に

お
答
え
く
だ

さ
い
．
 

 

自
由
回
答

 

 
人
的

，
物
的
被
害
情
報

の
収
集
（
道
路
被

害
等
も
含

む
）．

一
例
と
し

て
，
救
急
搬
送
さ
れ
た
負
傷

者
の

情
報
等
 
→

 
人
命

救
助

 

 
停
電

情
報
 
→
 

信
号
機

の
減
灯
等

に
よ
る
交
通

障
害
の
把
握
等

対
応
の

た
め

 

 
避
難

所
情
報
 
→

 
避
難

誘
導
及
び

避
難
所
の
秩

序
維
持
の
た
め
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7
-
5
 
関

係
機

関
（
道

路
管

理
者

）
が

必
要

と
し

て
い

る
市

の
被

害
・
対

応
状

況
の

情
報

 

現
 
状
 

   
解

決
策
 

  

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

評
価

者
 

道
 

・
 
必
要
な

情
報
が
迅
速
に
共
有
さ
れ

る
か
．

 

・
 
情
報
収

集
業
務
は
軽
減

す
る
か
．
 

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

評
価

者
 

道
 

・
 
道
路
管

理
者
の
立
場
か

ら
，
ど
の
よ
う
な
情

報
が
共
有
さ
れ

る
と
，
ど
の
よ
う
な
災
害
対
応

の
判
断
に

効
果
的
か
．

 

 7
-
5
(
1
)
 
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

利
用
す

る
こ

と
に

よ
り

，
市

や
関
係

機
関

の
災

害
情

報
を

共
有

す
る

こ
と

が
可

能

に
な
り
ま

す
．
こ
れ
に
よ

り
，
被
害
情
報

の
収
集
，
提
供

は
，
円
滑
に
な

り
ま
す
か

？
 

 

 
2
 

0
 

0
 

0
 

0
 

N
=
2
 

 

7
-
5
(
2
)
 
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
利

用
す
る
こ
と
に

よ
り
，
災
害
対

応
の
判
断
が
向
上

し
ま
す
か
？

 

 

 
2
 

0
 

0
 

0
 

0
 

N
=
2
 

 

7
-
5
(
3
)
 
市

の
災

害
対

策
本

部
が

把
握
し

て
い

る
被

害
情

報
を

共
有
す

る
こ

と
に

よ
り

，
災

害
対

応
の

判
断

が
向

上

し
ま
す
か
？

 

 

 
1
 

1
 

0
 

0
 

0
 

N
=
2
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

市
や

関
係

機
関

と
の

連
絡

手
段

は
，

電
話

，
フ

ァ
ッ

ク
ス
が

中
心

で
あ

る
た

め
，

情
報

共
有

に
際

し

て
，
内
容

，
範
囲
，

速
度
，
な
ど

が
限
定

さ
れ
る
．

 

・
 
減

災
情
報

共
有
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー

ム
を
利

活
用
す
る
こ

と
に
よ
り

，
広
く

共
有
を
可

能
に
す
る

．

情
報

共
有

判
 

断
 

 

7
-
5
(
4
)
 
貴

機
関

の
立

場
か

ら
，

ど
の

よ
う

な
情

報
が

共
有

さ
れ

る
と

，
ど

の
よ

う
な

災
害

対
応
の

判
断

に
効

果
的

で
す
か
？

 
重
要
度
の
高

い
と
思
わ
れ
る

も
の
を
，

具
体
的

に
お
答
え

く
だ
さ
い

．
 

 

自
由
回
答

 

 
地

域
内

主
要

道
路

の
通

行
の

可
否

 
→

 
代

替
路

線
の

設
定

と
提

案
，

緊
急

輸
送

道
路

の
設

定
と

提
案

．
こ

れ
ら

に
つ

い
て

は
，

県
・

市
と

の
調

整
が

必
要

．
そ

の
他

と
し

て
は
，

緊
急

資
機

材
の

応
援

要
請
な
ど
．

 

 
通
行

可
能
情
報
 

→
 
地

域
住
民
か

ら
の
問
合
せ

に
対
し

て
，
素
早

く
正
確
な
対
応
が
で

き
る
．

 

 
被
害

情
報
，
被
害

箇
所
の

把
握
 
→

 
応
急
的
な

復
旧
指

示
を
迅
速
に
行

う
こ
と
が
で

き
る
．
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7
-
6
 
関

係
機

関
間

の
被

害
・
対

応
状

況
の

共
有

の
有

効
性

 

現
 
状
 

   
解

決
策
 

   
★

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

の
被

害
情

報
（
停

電
・
通

信
途

絶
）
 

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

評
価

者
 

県
 
国

 電
 

通
 

警
 

道
 

・
 
停
電
や

通
信
途
絶
の
被

害
情
報
が
共
有

さ
れ
た
か
．
 

・
 
停
電
や

通
信
途
絶
の
復

旧
情
報
が

共
有
さ
れ
た
か

．
 

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

評
価

者
 

県
 
国

 電
 

通
 

警
 

道
 

・
 
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
被
害

情
報
，
復
旧
情

報
の
共
有
に
よ

り
，
ど
う
い
っ

た
場
面
で

，
ど

う
い
っ
た
判
断

や
対
応

が
可
能
に

な
る
か
．

 

 

7
-
6
(
1
)
 
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

利
用

す
る

こ
と

に
よ

り
，

停
電

や
通

信
途

絶
の

情
報

を
共

有
す

る
こ

と
が
で

き
ま

す
が
，
こ

れ
に
よ
り
貴
機
関

の
災
害
対
応

が
向
上
し
ま
す

か
？

  

 
5
 

2
 

2
 

0
 

0
 

N
=
9
 

 

7
-
6
(
2
)
 
停

電
や

通
信

途
絶

の
情

報
の
共

有
に

よ
り

，
ど

う
い

っ
た
場

面
で

，
ど

う
い

っ
た

判
断

や
対

応
が

可
能

に

な
り
ま
す

か
？
 
貴
機
関

の
立
場
か
ら
お
答
え
く
だ
さ

い
．

 

 

自
由
回
答

 

 
当

機
関

で
は

直
接

的
に

災
害

対
応

が
向

上
す

る
と

は
考

え
に

く
い

が
，

特
に

大
規

模
な

停
電

で
あ

る
と

い
う

こ
と

が
直

ち
に

分
か

れ
ば

，
そ

の
エ

リ
ア

に
何

か
あ

っ
た

の
で

は
な

い
か

と
の

う
予

測

が
可

能
に
な
る
と

考
え
ら

れ
る
．

 

 
医

療
や

交
通

の
状

況
を

把
握

す
る

こ
と

が
可

能
に

な
り

，
初

動
対

応
や

応
急

対
応

へ
の

判
断

材
料

が
増

え
る
．

 

 
病
院

，
避
難
所
等

支
援
が

必
要
な

施
設
の

把
握
．

 

 
電

力
の

立
場

と
し

て
は

，
通

信
途

絶
が

復
旧

作
業

に
与

え
る

影
響

は
少

な
い

が
，

お
客

様
と

の
連

絡
と

い
う
点
で
は

有
益
な

情
報
と
な

る
．
 

 
通

信
設

備
の

設
地

地
域

に
お

い
て

，
停

電
が

発
生

し
て

，
そ

の
復

旧
に

ど
れ

く
ら

い
の

時
間

を
要

す
る

か
，
の
情
報

に
よ
り

通
信
設
備

の
復
旧
目
処
と
大

き
く
か
か

わ
る

．
 

 
早

期
に

停
電

情
報

を
把

握
す

る
こ

と
に

よ
り

，
交

通
障

害
地

域
に

迅
速

に
警

察
官

を
派

遣
し

対
応

で
き

る
よ
う
に
な

る
．
応

援
部
隊
要

請
時
の
判
断

基
準
と
も
な
る

．
 

 
直
轄

国
道
沿
道
市

町
の

災
害
状
況

．
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

市
や

関
係

機
関

と
の

連
絡

手
段

は
，

電
話

，
フ

ァ
ッ

ク
ス
が

中
心

で
あ

る
た

め
，

情
報

共
有

に
際

し

て
，
内
容

，
範
囲
，

速
度
，
な
ど

が
限
定

さ
れ
る
．

 

・
 
減

災
情
報

共
有
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー

ム
を
利

活
用
す
る
こ

と
に
よ
り

，
広
く

共
有
を
可

能
に
す
る

．

情
報

共
有

判
 

断
 

 

 
停

電
や

通
信

の
途

絶
し

た
地

域
の

情
報

は
，

ヘ
リ

テ
レ

に
よ

る
空

か
ら

の
情

報
収

集
を

実
施

す
る

な
ど

，
災
害
対
応
初
動

期
に
お
け
る

被
害
情
報
収
集
活

動
の
意
思

決
定
の

判
断
材
料

と
な
り
う
る
．
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★
道

路
被

害
・通

行
規

制
情

報
 

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

評
価

者
 

県
 
国

 電
 

通
 

警
 

道
 

・
 
管
轄
を

超
え
た
道
路
被

害
・
通
行
規
制

情
報
が
共
有
さ

れ
た
か
．
 

・
 
問
い
合

わ
せ
へ
の
適
切
な
対
応
が

可
能
か
．

 

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

評
価

者
 

県
 
国

 電
 

通
 

警
 

道
 

・
 
道
路
被

害
・
通
行

規
制
情
報
の
共

有
に
よ
り

，
ど
の
よ

う
な
場
面

で
，
ど
の
よ
う
な
判

断
や
対
応
が
可

能
に
な

る
か
．
 

7
-
6
(
3
)
 
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

利
用
す

る
こ

と
に

よ
り

，
管

理
者
の

管
轄

を
超

え
て

道
路

被
害

・
通

行
規

制
の

情

報
を
共

有
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
，

こ
れ
に
よ
り
貴

機
関
の

災
害
対
応

が
向
上

し
ま
す

か
？

 

 

 
7
 

2
 

0
 

0
 

0
 

N
=
9
 

 

7
-
6
(
4
)
 
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

利
用
す

る
こ

と
に

よ
り

，
住

民
や
関

係
機

関
か

ら
の

問
い

合
わ

せ
に

対
し

て
，

適

切
な
対
応

が
で
き
ま
す
か

？
 

 

 
2
 

5
 

0
 

0
 

2
 

N
=
9
 

 

7
-
6
(
5
)
 
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

利
用
す

る
こ

と
に

よ
り

，
災

害
時
に

お
け

る
走

行
車

両
の

情
報

を
共

有
す

る
こ

と

が
で
き
ま

す
が
，
災
害
対

応
の
判
断
に

有
効

で
す
か
？

 

 

 
4
 

5
 

0
 

0
 

0
 

N
=
9
 

 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
 

情
報

共
有

判
 

断
 

 

7
-
6
(
6
)
 
道

路
被

害
・

通
行

規
制

の
情

報
の

共
有

に
よ

り
，

ど
う

い
っ

た
場

面
で

，
ど

う
い

っ
た

判
断

や
対

応
が

可

能
に
な
り

ま
す
か
？

 
貴

機
関
の
立
場
か

ら
お
答
え
く

だ
さ
い
．

 

 

自
由
回
答

 

 
要

員
の

派
遣

，
進

入
ル

ー
ト

の
選

定
に

有
効

と
考

え
ら

れ
る

．
又

，
同

様
に

物
資

輸
送

等
の

検
討

の
際

に
も
有
効
と

考
え
ら

れ
る
．

 

 
関
係

機
関
に
情
報

を
提
示

す
る
こ
と

で
，
そ
の
内
容
に

応
じ
て
初
動

対
応
や
応
急
対

応
に
対
し
て

，

迅
速

・
的
確
な
判

断
が

可
能
と
な

る
．
 

 
通
行

規
制
に
つ
い

て
は
，
時

間
の

経
過
に

と
も
な
い
変

動
が
大
き

い
（

事
前
通
行
規

制
等
）
．
予
告

情
報

が
必
要

．
 

 
営

業
所

と
し

て
は

，
目

的
地

ま
で

の
経

路
が

明
確

に
な

る
の

で
，

早
期

復
旧

に
大

き
な

効
果

が
あ

る
．

連
絡
要
員
と

し
て
は
，
市
災
害

対
策
本
部
に

経
路
を

確
認
す
る

必
要
が
な
く
な
る
．

 

 
道

路
被

害
，

通
行

規
制

の
情

報
を

得
る

為
に

関
係

機
関

へ
連

絡
あ

る
い

は
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

て
情

報
を

得
て

い
た

が
，

短
時

間
に

そ
の

情
報

を
収

集
す

る
こ

と
が

で
き

る
．

ま
た
，

復
旧

工
事

を
行

う
に

あ
た
っ
て
も

そ
こ
へ

行
っ
て
か

ら
情
報
の
収

集
を
行

う
こ
と
な

く
，
対
応
が
可
能
で
あ
る
．

 

 
自

機
関

で
把

握
し

て
い

な
い

道
路

障
害

等
の

情
報

を
早

期
に

入
手

す
る

こ
と

で
，

迅
速

な
交

通
規

制
と

緊
急
車
両
交

通
路
確

保
等
が

で
き
る

よ
う
に

な
る
．

 

 
迂
回

路
の
決
定
．

輸
送
路

と
し
て
啓

開
優
先
度
の
決
定

．
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構
築

の
た
め
．

 

 
通

行
可

能
情

報
 

→
 

地
域

住
民

か
ら

の
問

合
せ

に
対

し
て

，
素

早
く

正
確

な
対

応
が

で
き

る
．

被
害

情
報
，
被
害

箇
所
の

把
握
 
→

 
応
急
的
な

復
旧
指

示
を
迅
速
に
行

う
こ
と
が
で

き
る
．

 

 
応

援
部

隊
の

派
遣

ル
ー

ト
の

決
定

，
特

殊
車

両
向

け
の

規
制

解
除

情
報

の
応

援
部

隊
へ

の
提

供
な

ど
．
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7
-
7

被
害

・
対

応
状

況
の

共
有

化
に

よ
る

判
断

の
高

度
化

 

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

評
価

者
 

県
 
国

 電
 

通
 

警
 

道
 

・
 
（
個
別

の
情
報
項
目
で

は
な
く
全
体
的

な
視
点
か

ら
）
災
害

時
に
必
要

な
被
害
・
対
応
状
況
の
共

有
が

可
能
に

な
っ
た
こ
と
に

よ
り
，
従
来
で

は
困
難
で

あ
っ
た

，
ど
う
い
っ

た
対
応
が
可
能
に
な
る
か

．

7
-
7
(
1
)
 
（

個
別

の
情

報
項

目
で

は
な

く
全

体
的

な
視

点
か

ら
）

被
害

・
対

応
状

況
の

共
有

が
可

能
に

な
っ

た
こ

と

に
よ
り
，
従
来
で

は
困
難
で
あ
っ

た
，
ど
う
い
っ
た

対
応
の
判
断
が

可
能
に
な
り
ま

す
か
？
 
重
要

度
の

高
い
と
思
わ
れ

る
も
の
を
，
具

体
的
に
お
答
え
く
だ
さ
い

．
 

 

自
由
回
答

 

 
共

有
が

可
能

に
な

れ
ば

，
い

ず
れ

に
せ

よ
全

体
と

し
て

の
被

害
規

模
に

対
す

る
政

府
全

体
の

対
応

体
制

の
決
定
に
効
果
が

あ
る
と
考
え
ら
れ

る
．
 

 
復
旧

や
応
急
対
応
へ
の

迅
速
さ
が
向
上

す
る

．
 

 
広

域
支

援
の

体
制

を
事

前
に

準
備

で
き

る
．

自
衛

隊
，

消
防

，
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
，

職
員

の
応

援
な

ど
．
報
道

資
料
等
マ

ス
コ
ミ
対
応
が
比
較

的
ス
ム

ー
ズ
に

行
え
る
か

と
思
う
．（

た
だ
し

相
手
方
の

ニ
ー

ズ
が
も
っ
と

詳
細
情

報
を
要
求

す
る
こ
と
に

な
る
か

も
？
）

 

 
復

旧
方

針
が

組
み

立
て

や
す

く
な

る
（

ど
の

区
域

を
ど

の
よ

う
に

復
旧

す
る

の
か

計
画

し
や

す

い
）
．

 

 
住
民

の
避
難
状
況

．
道
路

の
通
行
状

況
．
停
電
地

域
の
情

報
 
→
 

地
図
で
の
情
報
の

共
有

 

 
災

害
発

生
時

に
は

，
早

期
に

被
害

実
態

を
把

握
し

，
よ

り
多

く
の

部
隊

員
を

現
地

に
投

入
し

，
人

命
救

助
や

秩
序

維
持

に
当

た
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

が
，

情
報

共
有

に
よ

り
応

援
部

隊
の

投
入

時

期
や

規
模
等
を
早

期
に
判

断
で
き

る
よ
う

に
な
る

．
 

 
問

合
せ

，
対

応
業

務
の

軽
減

．
地

域
内

の
災

害
状

況
と

災
害

復
旧

の
重

要
・

優
先

度
の

決
定

．
広

報
．
 

 
道

路
サ

ー
ビ

ス
を

県
民

の
皆

様
へ

提
供

す
る

た
め

に
通

行
可

能
情

報
を

迅
速

に
正

確
に

伝
え

る
こ

と
が

で
き
る
．
 

 
警

察
や

自
衛

隊
な

ど
，

災
害

現
場

へ
部

隊
を

派
遣

す
る

機
関

間
の

連
携

．
例

え
ば

，
倒

壊
家

屋
に

閉
じ

こ
め
ら
れ
た

要
救
助

者
の
捜
索

な
ど
，
災
害

現
場
で

の
効
率
的

活
動
が
考
え
ら
れ
る

．
 

 

 

体
 

制
 

 

7
-
8

被
害

・
対

応
状

況
の

共
有

化
に

よ
る

体
制

の
高

度
化

 

評
価

の
視

点
！

 
 

 
 

 
 

評
価

者
 

県
 
国

 電
 

通
 

警
 

道
 

・
 
（
個
別

の
情
報
項
目
で

は
な
く
全
体
的
な
視
点
か

ら
）
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム

を
有
効
活

用
す
る
た
め
に

計
画
や

体
制
に
ど
の
よ

う
な
変
化
が
必

要
か
．
 

7
-
8
(
1
)
 
（

個
別

の
情

報
項

目
で

は
な

く
全

体
的

な
視

点
か

ら
）

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
有

効
活

用
す

る
た

め
に

，

計
画
や
体
制
に

ど
の
よ
う
な
変
化
が
必
要

で
す
か
？

 
重
要
度

の
高
い
と
思
わ

れ
る
も
の
を
，
具
体

的
に

お
答
え
く
だ
さ

い
．
 

 
自

由
回
答

 

 
情

報
入

力
の

た
め

の
要

員
確

保
．

継
続

的
な

要
員

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
．

各
災

害
対

応
本

部
の

判
断

要
員

の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
．

 

 
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

使
用

す
る

ス
タ

ッ
フ

の
養

成
．

シ
ス

テ
ム

の
投

資
計

画
の

明
確

化
（

財
源

的
な

問
題
）
．
日
常

業
務
内

で
の
活
用

・
応
用
．
等

の
体
制

づ
く
り
が
必
要

で
あ
る

．
 

 
入
力

者
の
負
担
軽

減
．
コ

ス
ト
の
問
題

．
 

 
正
確

な
情
報
の
提

供
．
 

 
情

報
の

ラ
ン

ク
付

け
（

必
要

な
情

報
を

，
必

要
な

人
に

届
け

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
よ

う
な

仕
組

み
）
．

情
報

の
セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
．

 

 
各

機
関

に
は

そ
れ

ぞ
れ

専
門

用
語

が
あ

る
た

め
，

情
報

共
有

に
あ

た
っ

て
は

各
機

関
共

通
の

呼
称

を
定

め
る
必
要
が
あ
る

．
既
に
検
討

さ
れ
て
い
る

よ
う
で

す
が
．

 

 
被

害
状

況
に

つ
い

て
も

各
機

関
の

認
定

基
準

（
方

法
）

が
異

な
っ

て
い

る
も

の
も

あ
る

よ
う

に
見

受
け

ら
れ
る
こ
と

か
ら
，

基
準
を
統

一
す
る
必
要

が
あ
る

．
 

 
ル
ー

ル
づ
く
り
と
徹
底

．
 

 
情

報
通

信
機

器
及

び
通

信
網

の
整

備
．

こ
れ

だ
け

の
シ

ス
テ

ム
を

動
か

す
に

は
，

高
性

能
な

パ
ソ

コ
ン

が
必
要
な
の

で
は
な

い
か
．
 

 
災

害
現

場
や

市
町

村
の

災
害

対
策

本
部

で
の

情
報

入
力

体
制

（
情

報
の

整
理

・
選

別
と

確
認

の
体

制
を

含
む
）
の
構
築
．

 

 
共

通
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

利
用

に
よ

る
情

報
共

有
を

実
現

す
る

た
め

の
，

災
害

時
に

輻
輳

や
途

絶
の

な
い

情
報
通
信
シ

ス
テ
ム
の
導
入

．
 

 
 

情
報

共
有
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7
-
8
(
2
)
 
検
証
課
題

７
に
つ
い
て
お

気
づ
き
の
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
，
何
で
も

結
構
で
す
の
で

ご
記
入
く
だ
さ

い
．

 

自
由
回
答

 

 
今

回
は

見
附

市
で

の
実

験
で

あ
っ

た
が

，
県

全
体

の
情

報
共

有
を

し
た

場
合

，
全

国
的

に
情

報
共

有
（

収
集

）
し

た
場

合
に

ど
の

よ
う

に
情

報
を

管
理

し
て

い
く

の
か

検
証

し
て

い
な

い
の

で
，

ぜ

ひ
検

討
し
て
い
た

だ
け
れ

ば
と
思
っ
て
い

る
．
 

 
対

応
レ

ベ
ル

に
よ

っ
て

集
計

す
る

情
報

の
内

容
が

変
わ

っ
て

く
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

，
レ

ベ
ル

ご
と

の
検

証
は

必
要

で
あ

り
，

重
要

に
な

っ
て

く
る

と
と

も
に

更
な

る
課

題
が

出
て

く
る

の
で

は

な
い

か
と
思
う
．

 

 
国
-
県
-市

-
企
業
・
住
民

で
保
有
す
べ

き
（

見
た
い
）
デ
ー
タ

の
レ

ベ
ル
・
質
が
異
な
る

．
す
べ
て

の
機

関
で

全
て

の
デ

ー
タ

を
保

有
す

る
の

は
意

思
決

定
の

妨
げ

に
な

り
か

ね
ず

，
ま

た
シ

ス
テ

ム

そ
の

も
の
の
能
力

に
も
影

響
が
大

き
い
と

考
え
て
い
る

．
 

 
情

報
の

開
示

先
に

つ
い

て
も

議
論

は
必

要
と

考
え

ら
れ

る
（

す
べ

て
を

公
開

す
る

こ
と

に
は

問
題

が
あ

る
）．

こ
れ
に

頼
り
す

ぎ
る
と
混

乱
す

る
場
合
も
想

定
さ
れ
る

．
 

 
情

報
の

コ
ン

テ
ン

ツ
は

少
な

く
て

も
，

早
く

簡
単

に
入

力
で

き
る

シ
ス

テ
ム

が
必

要
だ

と
思

い
ま

す
．

 

 
停

電
情

報
に

つ
い

て
，

停
電

区
域

は
町

名
や

丁
目

で
区

別
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

（
供

給
エ

リ
ア

と
行

政
界
が
一
致
し
な

い
）
た
め
，

境
目
の
お
客

様
が
混

乱
す
る

可
能
性

が
あ
る

．
 

 
被
害

情
報
の
収
集
で
は

，
情
報
の
共

有
化
（

GP
S
で
の
地
図

情
報
）
に

よ
り
，
現
地
へ
何

度
も

足
を

運
ぶ

こ
と
な
く
，

被
害
者

の
把
握
と

収
集
が
可
能

と
な
り

，
復
旧
に

役
立
つ
．
 

 
被
害

情
報
の
収
集
で
は

，
な
る
べ
く

受
け
付
け
た

も
の
が

，
PC

へ
入
力
し
情
報
の
あ
や

ま
り
を
少

な
く

す
る
こ
と
が
必
要

．
 

 
災

害
が

大
き

け
れ

ば
大

き
い

ほ
ど

，
災

害
対

策
本

部
が

混
乱

す
る

為
，

情
報

の
入

力
を

簡
易

に
可

能
な

よ
う
な
仕
組
み
作

り
を
お
願
い
し
た

い
．
 

 
地

図
へ

の
被

害
情

報
の

入
力

に
つ

い
て

は
，

住
民

の
方

へ
誤

解
を

与
え

る
可

能
性

が
あ

る
為

，
入

力
の

仕
方
に
つ
い

て
検

討
が
必
要

．
 

 
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
が

あ
る

こ
と

で
，

今
ま

で
「

人
」

に
頼

っ
て

い
た

情
報

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
が

で
き

る
．

そ
の

結
果

，
正

確
に

伝
わ

る
．

連
絡

要
員

の
負

担
が

軽
減

で
き

る
．

し
か

し
，

連
絡

要

員
は

必
要
で
あ
る
．
 

 
実

際
に

デ
ー

タ
の

登
録

が
可

能
と

な
る

人
的

体
制

や
入

力
用

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

の
開

発
が

必
須

で
あ

る
と
考
え
ら

れ
る
．

 

 

 

 

7
-
8
(
3
)
 
減

災
情

報
共

有
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

有
効

に
利

活
用

す
る

た
め

に
は

，
接

続
に

関
す

る
コ

ス
ト

の
問

題

や
，

情
報

の
精

度
や
そ

の
取
り

扱
い
の
問

題
な

ど
，

さ
ま
ざ

ま
な

事
が

考
え
ら
れ

ま
す

．
貴

機
関

に
と

っ

て
，
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
普
及
展
開
を

図
る
上
で
，
懸

案
と
な
る
事

項
が
あ
れ
ば

，
ご
回
答
く
だ
さ

い
．

 

 
自

由
回
答

 

 
当

機
関

の
立

場
か

ら
言

う
と

，
終

的
に

全
国

的
に

整
備

さ
れ

て
い

な
い

と
，

各
種

災
害

対
応

に

十
分

活
用

で
き

な
い

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

た
め

，
そ

の
た

め
の

各
省

庁
の
取

り
組

み
が

重
要

に
な

る
が

，
各
省
庁
の
メ
リ

ッ
ト
整
備
（
イ
ン

セ
ン
テ
ィ

ブ
），

デ
メ
リ
ッ

ト
も
あ
る
た

め
，
ど
の
よ
う

に
各

省
庁

に
と

っ
て

の
メ

リ
ッ

ト
を

大
き

く
し

て
い

く
か

が
一

番
の

懸
案

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
．

 

 
7
-8
(
2)

に
加

え
，

情
報

の
配

信
方

法
の

多
重

化
（

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

回
線

の
考

え
方

）
が

必
要

で
あ

り
，

開
示
す
る
場
合
の

外
部
攻
撃
か

ら
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
確
保

が
課
題

で
あ
る

．
 

 
統

一
ソ

フ
ト

の
導

入
は

当
然

，
情

報
入

力
が

ど
こ

ま
で

で
き

る
か

？
（

量
の

問
題

）
 

情
報

の
精

度
の

確
認
方
法
？
（
質

の
問
題
）

 

 
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
の

体
制
（

シ
ス
テ
ム

ダ
ウ
ン
し
た
ら
？

）
を
ど
う

す
る
か

．
 

 
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

運
営

す
る

中
で

，
さ

ま
ざ

ま
な

災
害

に
よ

り
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
が

必
要

で
あ

る
と
思
う
．

 

 
情

報
共

有
の

た
め

の
端

末
や

，
そ

の
他

の
機

器
等

で
予

算
措

置
が

必
要

と
な

っ
て

く
る

と
思

わ
れ

る
が

，
そ

れ
ら

措
置

は
１

支
機

関
の

み
で

対
応
で

き
な

い
．

低
で

も
全

県
レ

ベ
ル

で
対

応
す

る

必
要

が
あ
る
．
 

 
関

係
機

関
相

互
の

共
通

の
呼

称
に

つ
い

て
，

一
地

方
だ

け
で

整
備

し
て

も
他

か
ら

来
る

応
援

部
隊

が
理

解
で

き
な

け
れ

ば
意

味
が

な
く

，
全

県
，

全
国

レ
ベ

ル
で

統
一

し
た
用

語
を

用
い

る
必

要
が

あ
る

と
思
う

．
 

 
職
員

の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー

ム
活
用

の
育
成

．
情
報

の
入
力

（
い
か
に

早
く
正
確
に
入
力
す

る
か

）
．
 

 
市

町
村

の
災

害
対

応
用

の
シ

ス
テ

ム
と

し
て

の
位

置
づ

け
に

お
い

て
行

わ
れ

た
実

験
で

あ
る

が
，

た
だ

で
さ

え
混

乱
し

，
業

務
量

が
増

加
す

る
災

害
に

お
い

て
，

効
果

的
に

機
能

す
る

シ
ス

テ
ム

か

ど
う

か
の
確
証
が

得
ら
れ

て
い
な
い

．
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検
 
証

 

課
 
題

 
     情

報
共

有
状

況
下

に
お

け
る

指
示

・
対

応
，

判
断

の
検

証
 

 狙
 

い
：
 
被
害
・
対
応
状
況
に
つ
い

て
入
力
表
示
シ
ス
テ
ム
，
災
害

対
応
管
理
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
，
本
部
，
各
部

署
，
現
場

と
の
間
で
情
報

の
共
有
が
な
さ

れ
，
適
切
な
判
断
・
指
示

を
行
え
る
こ
と

を
検
証
す
る
．

 

 内
 

容
：
 
報
告
・
提
供

さ
れ
る
被
害
情

報
を
も
と
に
，
各

部
の
立
場

か
ら
重
要
度
の

高
い
必
要
な
指

示
・
対
応
の

判
断
を
行

う
．
ま
た

，
本
部
・

各
部
・
現
場

で
共
有
す

べ
き
指
示
・
対
応
に
つ
い

て
は
，
災

害
対
応
管

理
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
入
力

し
，
共
有
化
を

行
う
．
 

 報
告

さ
れ
る
被

害
：

 
家
屋
浸
水
，

道
路
浸
水
，
越

水
，
崖
崩
れ
，

停
電
，
通
信
途

絶
 

河
川
現
況
（

W
e
b
カ
メ
ラ
）
，
現

地
被
害
写
真
（
携
帯
電
話
）

 

●
 

通
報

受
付

・
被

害
報

告
入

力
要

員
 

2
-
A
(
1
)
 
通
報
受
付

を
入
力
す
る
画

面
は
，
通
報
受

付
情
報
を

適
確

に
入
力

す
る
こ

と
が
で
き
ま
す

か
？

 

 
 

 
2
 

0
 

0
 

1
 

0
 

N
=
3
 

 

2
-
A
(
2
)
 
通
報
受
付

を
入
力
す
る
画

面
は
，
入
力
し

や
す
い
と
言
え

ま
す
か
？
 

 

 
0
 

2
 

0
 

1
 

0
 

N
=
3
 

 

2
-
A
(
3
)
 
被
害
報
告

を
入
力
す
る
画

面
は
，
被
害
報

告
情
報
を
適
確

に
入
力
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す

か
？
 

 

 
1
 

1
 

0
 

1
 

0
 

N
=
3
 

１
 
 

 
２
 
 

 
３
 

 
 
４
 
 

 
５
 

強
い
肯

定
 
  

←
 

  
  

ふ
つ
う
 
  
 →

  
 
 
強
い

否
定

 

１
 
 

 
２
 
 

 
３
 

 
 
４
 
 

 
５
 

強
い
肯

定
 
  

←
 

  
  

ふ
つ
う
 
  
 →

  
 
 
強
い

否
定

 

１
 
 

 
２
 
 

 
３
 

 
 
４
 
 

 
５
 

強
い
肯

定
 
  

←
 

  
  

ふ
つ
う
 
  
 →

  
 
 
強
い

否
定

 

２
 

概
 

要
 

災
害
対
策
本
部

設
置
後
，
続
々
と
上

が
っ
て
く
る
被

害
情
報
に

対
し
て
，

現
場

，
各

部
署

，
災
対

本
部

の
そ

れ
ぞ
れ

で
共
有

で
き
る

か
，
適

切
な

判
断
・
指
示
が
行
え
る
か
．

 

被
害

情
報

収
集

と
災

害
対

応
 

 

2
-
A
(
4
)
 
被
害
報
告

を
入
力
す

る
画

面
は
，

入
力
し

や
す
い

と
言
え

ま
す
か
？
 

 

 
0
 

2
 

0
 

1
 

0
 

N
=
3
 

 

2
-
A
(
5
)
 
災

害
対

応
管

理
シ

ス
テ

ム
の
機

能
や

使
い

勝
手

に
関

し
て
，

お
気

づ
き

の
点

が
あ

り
ま

し
た

ら
，

何
で

も

結
構

で
す
の
で
ご
記

入
く
だ
さ

い
．

 

 

自
由
回
答

 

 
災

害
時

に
は

電
話

対
応

の
時

に
指

示
を

求
め

ら
れ

る
こ

と
が

多
く

，
指

示
後

に
通

報
受

付
指

示
内

容
を

ま
と
め
る
場

合
が
ほ

と
ん
ど
だ

っ
た
．
現
場
状
況

を
PC

上
で

共
有
し
な
が
ら
確

認
で
き
る
の

は
非

常
に
有
効
で
あ
る

．
 

 
今

回
は

入
力

場
面

が
な

か
っ

た
が

，
そ

の
後

の
対

応
や

変
化

を
入

力
で

き
る

よ
う

だ
と

と
て

も
有

効
な

シ
ス
テ
ム
に

な
る
と
思
い
ま

す
．

 

 
被

害
場

所
を

入
力

す
る

う
え

で
，

地
図

情
報

を
充

実
し

な
い

と
，

場
所

の
指

定
が

困
難

で
あ

る
．

ま
た

地
図

は
縮

尺
を

切
り

替
え

る
の

で
は

な
く

，
ズ

ー
ム

機
能

が
あ

っ
た

方
が

場
所

の
指

定
が

早

く
で

き
る
よ
う
な
気
が

し
た
．

 

 
入

力
画

面
は

チ
ェ

ッ
ク

に
よ

り
項

目
を

選
択

す
る

の
で

は
な

く
，

項
目

の
文

字
の

パ
タ

ー
ン

の
色

を
変

え
る
等
に
し

た
方

が
，
入
力
ミ

ス
が
少
な
く

な
る
よ

う
な
気
が

す
る
．

 

 
入

力
フ

ォ
ー

ム
が

画
面

全
体

を
使

用
し

て
い

な
い

た
め

，
文

字
が

小
さ

く
な

っ
て

い
る

た
め

画
面

が
見

づ
ら
い
．
 

 
地
図

は
も
っ
と
詳

細
な
方
が
良
い

と
思
い

ま
す
．

 

 
様

式
に

よ
っ

て
文

字
以

外
に

も
画

面
上

で
入

力
を

追
え

る
と

入
力

が
よ

り
ス

ム
ー

ズ
に

な
る

の
で

は
な

い
で
し
ょ
う

か
．
（
例
え
ば
色
を

付
け
る
な
ど
）
 

 
数

字
，

半
角

打
ち

な
ど

は
設

定
し

て
お

き
，

そ
の

度
，

変
換

や
入

力
設

定
な

ど
の

手
間

を
省

い
て

欲
し

い
．
 

 

１
 
 

 
２
 
 

 
３
 

 
 
４
 
 

 
５
 

強
い
肯

定
 
  

←
 

  
  

ふ
つ
う
 
  
 →

  
 
 
強
い

否
定
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●
 

各
部

指
示

入
力

者
 

2
-
C
(
1
)
 
指
示
・
連

絡
入
力
を
行
う

画
面
は
，

必
要
な
情
報
を

適
確

に
入
力

す
る
こ

と
が
で
き
ま
す

か
？

 
 

 

 
0
 

1
 

1
 

0
 

1
 

N
=
3
 

 

2
-
C
(
2
)
 
指
示
・
連

絡
入
力
画
面
は
，

入
力
し
や
す

い
と
言
え
ま
す

か
？
 
 

 

 
0
 

0
 

2
 

0
 

1
 

N
=
3
 

 

2
-
C
(
3
)
 
シ

ス
テ

ム
の

機
能

や
使

い
勝

手
に

関
し

て
，

お
気

づ
き

の
点

が
あ

り
ま

し
た

ら
，

何
で

も
結

構
で

す
の

で

ご
記
入
く

だ
さ
い
．

 

 

自
由
回
答

 

 
地

図
上

に
エ

リ
ア

を
数

多
く

設
定

す
る

と
，

地
図

画
面

を
聞

い
た

と
き

に
，

当
該

情
報

に
関

る
エ

リ
ア

が
ど

れ
な

の
か

判
別

が
難

し
い

．
→

 
カ

レ
ン

ト
の

エ
リ

ア
を

ハ
イ

ラ
イ

ト
表

示
に

し
て

ほ

し
い

．
 

 
各

画
面

で
，

も
っ

と
も

注
目

す
べ

き
デ

ー
タ

項
目

，
例

え
ば

被
害

情
報

説
明

欄
を

ハ
イ

ラ
イ

ト
表

示
し

て
ほ
し
い
．

 

 
住

所
選

択
メ

ニ
ュ

ー
か

ら
開

く
，

町
丁

目
選

択
画

面
は

，
町

名
の

並
び

が
バ

ラ
バ

ラ
で

使
い

に
く

い
．

 

 
報
告

リ
ス
ト
画
面
で
は

，
詳
細
ボ
タ
ン

を
押
し
て
，
い

ち
い
ち
被
害

情
報
テ
キ
ス
ト
を
見
な
い
と

，

レ
コ

ー
ド

の
区

別
が

難
し

い
．

 
→

 
表

示
ボ

タ
ン

の
切

替
に

よ
り

，
被

害
区

分
欄

に
替

え
て

，

被
害

情
報
テ
キ
ス

ト
を
表

示
で
き
る

よ
う
に
し
て

ほ
し
い

．
 

 
報

告
・

指
示

を
入

力
す

る
と

き
，

本
部

へ
入

っ
て

き
た

情
報

な
の

か
，

本
部

か
ら

送
り

出
す

情
報

な
の

か
，

判
別

が
わ

か
り

に
く

い
．

→
 

本
部

入
・

本
部

出
の

デ
ー

タ
ご

と
に

画
面

背
景

色
を

変

え
て

ほ
し
い
．
 

 
被

害
受

付
と

現
場

報
告

と
い

う
２

つ
の

ラ
イ

ン
で

情
報

を
管

理
し

て
い

る
意

味
が

わ
か

ら
な

か
っ

た
．

 

 
文

章
打

ち
込

み
に

時
間

を
と

ら
れ

る
の

で
，

テ
ン

プ
レ

ー
ト

に
チ

ェ
ッ

ク
を

入
れ

て
い

け
れ

ば
よ

い
．
（

被
害

種
別
・

現
地
確

認
後
の

報
告
先

・
指
示
内
容

）
 

 
対
象

地
域
の
住
所

選
択
は

五
十
音
順

が
よ
い
．
 

 
文
字

を
大
き
く
し

て
ほ
し

い
．

 

 
「
継

続
」
を
ク
リ
ッ

ク
し
て
画
面
を
切

り
替
え
る

と
，
町
名
な
ど
を

再
度
入
力
す
る

必
要
が
あ
る

．

災
害

場
所
が
変
わ

ら
な
い

の
に
再
入

力
す

る
時
間
が
も

っ
た
い
な

い
．
 

 
「
登

録
」
を
ク
リ
ッ
ク

し
た
後
，「

エ
ラ

ー
が
発
生
し

ま
し
た
」
と

表
示
さ
れ

，
初
期
画

面
に
戻
っ

て
し

ま
う
場
面
が

あ
っ
た
．
「
登
録
」

前
の
画
面
に

戻
る

よ
う
に
で

き
な
い

か
．
（
E
-9
9
99

不
明
な

エ
ラ

ー
が
発
生
し

ま
し
た

）
 

 

１
 
 

 
２
 
 

 
３
 

 
 
４
 
 

 
５
 

強
い
肯

定
 
  

←
 

  
  

ふ
つ
う
 
  
 →

  
 
 
強
い

否
定

 

１
 
 

 
２
 
 

 
３
 

 
 
４
 
 

 
５
 

強
い
肯

定
 
  

←
 

  
  

ふ
つ
う
 
  
 →

  
 
 
強
い

否
定

 

 

●
 

現
地

被
害

報
告

者
（
現

場
職

員
）
 

2
-
D
(
1
)
 
被
害
報
告

を
行
う
画
面
は

，
報
告
す
る
情

報
を
適
確
に
入
力

す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
か
？

 
 

 

 
2
 

2
 

2
 

0
 

0
 

N
=
6
 

 

2
-
D
(
2
)
 
被
害
報
告

を
行
う
画

面
は
，

入
力
し
や
す

い
と
言
え
ま
す

か
？
 
 

 

 
1
 

5
 

0
 

0
 

0
 

N
=
6
 

 

2
-
D
(
3
)
 
周
辺
の
被

害
状
況
の
確
認
画
面
は
，

見
や

す
い
で
す
か
？

 
 

 

 
0
 

2
 

3
 

1
 

0
 

N
=
6
 

 

2
-
D
(
4
)
 
周

辺
の

被
害

状
況

の
確

認
画

面
は

，
災

害
時

に
判

断
を

行
う

，
現

場
で

住
民

の
問

い
合
わ

せ
に

答
え

る
観

点
か
ら
，

有
効
な
シ
ス
テ

ム
と
言
え
ま
す

か
？
 
 

 

 
0
 

4
 

1
 

1
 

0
 

N
=
6
 

 

１
 
 

 
２
 
 

 
３
 

 
 
４
 
 

 
５
 

強
い
肯

定
 
  

←
 

  
  

ふ
つ
う
 
  
 →

  
 
 
強
い

否
定

 

１
 
 

 
２
 
 

 
３
 

 
 
４
 
 

 
５
 

強
い
肯

定
 
  

←
 

  
  

ふ
つ
う
 
  
 →

  
 
 
強
い

否
定

 

１
 
 

 
２
 
 

 
３
 

 
 
４
 
 

 
５
 

強
い
肯

定
 
  

←
 

  
  

ふ
つ
う
 
  
 →

  
 
 
強
い

否
定

 

１
 
 

 
２
 
 

 
３
 

 
 
４
 
 

 
５
 

強
い
肯

定
 
  

←
 

  
  

ふ
つ
う
 
  
 →

  
 
 
強
い

否
定
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2
-
D
(
5
)
 
シ

ス
テ

ム
の

機
能

や
使

い
勝

手
に

関
し

て
，

お
気

づ
き

の
点

が
あ

り
ま

し
た

ら
，

何
で

も
結

構
で

す
の

で

ご
記
入
く

だ
さ
い
．

 

 

自
由
回
答

 

 
河

川
水

位
，

浸
水

状
況

，
完

全
に

崩
壊

し
た

法
面

な
ど

一
見

し
て

状
況

が
判

断
で

き
る

も
の

は
有

効
と

い
え

る
が

，
山

腹
法

面
の

崩
壊

な
ど

は
，

草
木

で
隠

れ
て

い
た

り
，

見
え

な
い

ク
ラ

ッ
ク

が

あ
っ

た
り
し
て
，

写
真
だ

け
で
は
危

険
の
度
合
い

を
本
部
で
判
断

す
る
こ

と
は
不
可
能

．
 

 
経

験
か

ら
，

写
真

だ
け

で
判

断
で

き
る

事
は

，
意

外
と

少
な

い
と

思
っ

て
い

る
．

こ
の

様
な

シ
ス

テ
ム

が
万

能
で

あ
る

と
は

言
え

な
い

が
（
シ

ス
テ

ム
に

よ
っ

て
す

べ
て

の
判

断
や

，
住

民
対

応
が

可
能

に
な
る
と
は

い
え
な

い
）
，
本
部

に
よ
り
多
く
の
タ

イ
ム
リ
ー

な
情
報
を
与
え
る
こ

と
は
必
要

な
事

で
あ
ろ
う
．（

そ
れ
で

本
部
が
混

乱
し

な
け
れ
ば

・
・

・
）

 

 
携
帯

電
話
の
画
面
に
つ

い
て
，
日

差
し
の

反
射
で
影

に
し
な
い
と
見

づ
ら
い

．
（
夜

間
，
屋
内

等
は

除
く
）

 

 
職

員
が

現
場

活
動

中
に

携
帯

電
話

を
操

作
し

て
い

る
と

，
市

民
か

ら
は

個
人

的
な

連
絡

を
し

て
い

る
と

誤
解
さ
れ
る

危
惧
が
あ
る
．

 

 
P
DA

に
GP

S
機
能
が
あ
れ

ば
更
に
良
い

．
 

 
緊

急
を

要
す

る
現

場
活

動
の

場
合

や
，

救
助

活
動

中
余

裕
が

な
い

場
合

等
は

，
実

際
に

操
作

を
し

て
情

報
を
送

れ
る

か
，
疑

問
が
残
る

．
 

 
現

場
か

ら
受

け
る

側
へ

情
報

が
送

れ
た

か
ど

う
か

は
携

帯
の

ア
イ

コ
ン

表
示

で
確

認
す

る
方

法
に

な
る

か
と
思
い
ま

す
．
で

き
た
ら
，

こ
れ
以
外
の

明
確
で

速
い
も
の

が
あ
れ
ば
と
思
い

ま
す
．

 

 

 

検
 
証

 

課
 
題

 
    避

難
所

・
災

対
本

部
間

に
お

け
る

情
報

共
有

の
有

効
性

の
検

証
 

 狙
 

い
：
 
災
対
本

部
や
各
部
署
か
ら

，
避
難
所
の

開
設
状
況
や
避

難
状
況
，
避
難

所
ニ
ー
ズ
を
災
害
対
応
管

理
シ

ス
テ
ム
に

よ
り
共
有
・
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ

と
，
お

よ
び
避
難
所
に

お
い
て
，
周
辺
の
被
害
状

況
な
ど
必

要
な
情
報
を
情

報
表
示
シ
ス
テ

ム
か
ら
入
手
で

き
る
こ
と
の
有

効
性
を
検
証
す

る
．
 

 内
 

容
：
 
避
難
所

担
当
者
に
よ
り

，
避
難
所
の
開

設
状
況
，
避
難
者

数
，
避
難
所

ニ
ー
ズ
な
ど
の

情
報
を
，
中
央

公
民
館
に

設
置
し
て
い
る

と
想
定
し
て
い

る
災
害
対
応
管

理
シ
ス
テ

ム
か
ら
入
力
す

る
．
ま

た
，
情
報

表
示
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
，
避
難
住

民
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
に

対
し
て
，
情
報
表
示

シ
ス
テ
ム
か
ら

周
辺

被
害
状
況

を
返
答
す

る
．

 

各
部
指
示
者
（
総
務
部
・
民
生
部
）
は
，
本
部

に
あ

る
災
害
対
応
管

理
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
，
避

難
所

の
開

設
・
避
難
状

況
の
把
握
が

可
能
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す

る
．
住
民

か
ら
安
否
確
認

の
問
い
合
わ
せ

に
対

し
て
，
災
害
対

応
管
理
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
避
難
者
名
簿
を

確
認
し
て
対
応

す
る
．

 

 報
告

さ
れ
る
内

容
：

 
避
難
所
の
開

設
状
況
，
避
難

者
数
，
避
難
者

名
簿
，
必

要
物
資
の
要
請

 

 ●
 

避
難

所
入

力
要

員
（
中

央
公

民
館

）
 

3
-
B
(
1
)
 
避
難
所
の

運
営
状
況
の
報

告
に
使
用
す
る

画
面
は
，
報
告

情
報
を
適
確
に
入
力

で
き
ま
す

か
？
 
 

 

 
0
 

1
 

0
 

0
 

0
 

N
=
1
 

 

3
-
B
(
2
)
 
避
難
所
の

運
営
状
況
の
報

告
に
使
用
す
る

画
面
は
，
入
力

し
や
す
い

と
言

え
ま
す
か
？
 
 

 

 
0
 

1
 

0
 

0
 

0
 

N
=
1
 

 

１
 
 

 
２
 
 

 
３
 

 
 
４
 
 

 
５
 

強
い
肯

定
 
  

←
 

  
  

ふ
つ
う
 
  
 →

  
 
 
強
い

否
定

 

１
 
 

 
２
 
 

 
３
 

 
 
４
 
 

 
５
 

強
い
肯

定
 
  

←
 

  
  

ふ
つ
う
 
  
 →

  
 
 
強
い

否
定

 

３
 

概
 

要
 

避
難

所
の

開
設

・
避
難

状
況

の
共

有
の

有
効
性
や

，
避
難

所
運
営

支
援

と
情
報
収
集
手
段

の
確
保
に
つ
い

て
検
証
す
る

．
 

避
難

所
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3
-
B
(
3
)
 
他

の
避

難
所

の
運

営
状

況
や

新
の

被
害

・
対

応
状

況
を
閲

覧
す

る
こ

と
が

で
き
ま

す
が

，
こ

の
よ

う
な

機
能
は
災

害
時
の
避
難
所

運
営
を
行
う

観
点
か
ら
，

有
効

で
あ
る

と
言
え

ま
す
か
？
 

 

 
0
 

1
 

0
 

0
 

0
 

N
=
1
 

  3
-
B
(
4
)
 
3
-
B
(
3
)
で

選
択
し
た
理
由

を
，
で
き
る
だ

け
具
体
的

に
ご
回
答
く
だ
さ

い
．

 

 

自
由
回
答

 

 
避
難

所
に
い
る
と

，
ど
う

し
て
も
そ

の
周
辺
の
こ

と
し
か

把
握
で
き

な
い
．

 

 
実
際

に
7.
1
3
水
害

の
際

に
避
難
所
に

い
た
時
も
，
避
難

し
て

き
て

い
た
住

民
に
「
も

う
帰
る
」
と

言
わ

れ
て
も
，「

今
こ

う
い
う
状
況
だ
か

ら
だ
め
」
，「

い
い

」
と
は
っ
き
り
言
う
こ
と

が
で
き

な
か

っ
た

．
 

 
地
図

上
で
被
害
状

況
を

確
認
で
き
る

の
は
，
と
て

も
い
い

．
 

  

3
-
B
(
5
)
 
シ

ス
テ

ム
の

機
能

や
使

い
勝

手
に

関
し

て
，

お
気

づ
き

の
点

が
あ

り
ま

し
た

ら
，

何
で

も
結

構
で

す
の

で

ご
記
入
く

だ
さ
い
．

 

 

自
由
回
答

 

 
入
力

す
る
の
に
難

し
い
こ

と
は
な
か

っ
た
．
 

 

 

 
 

３
 
 
 
 
２
 

 
 
１
 
 

 
 
０
 
 
 
 

 
 
Ａ
 

大
き
な
効
果
が
あ

る
 
 
 
 
←
 
 

 
 
効
果
が
な
い
 

 
 
わ
か
ら
な
い
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資料４ 会場レイアウト 

 

   

(1) 検証課題①～③（前半）         (2)検証課題④～⑦（後半） 

図 A5-1 会場レイアウト（見附市役所大会議室） 

 

図 A5-2 Web カメラ・無線 LAN の配置 
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資料５ 新潟日報新聞記事 

 

 
 

新潟日報（2006 年 11 月 9 日 朝刊） 
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資料６ 参考写真 

 

 

写真 A6-1 開会の挨拶を行う細田ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｵﾌｨｻｰ（日

本学術振興機構/京都大学）出典Ａ 

 

写真 A6-2 開会の挨拶を行う後藤プロジェクト代表

（川崎ラボラトリー所長）出典Ａ 

 

 

 

写真 A6-3 実証実験概要説明出典Ｂ 

 

 

 
写真 A6-4 検証課題 1 刈谷田川に設置された Web カ

メラ出典Ｃ 

 

 
写真 A6-5 検証課題 2 現地被害収集班から報告され

た被害写真（画面左）出典Ｃ 

 

 

 

写真 A6-6 検証課題２のスクリーン（画面中央：情報

表示システム，画面右：Web カメラ）出典Ｂ 

 

写真撮影： 出典Ａ：目黒公郎（東京大学），出典Ｂ：竹内

郁雄（東京大学），出典Ｃ：座間信作（消防研究センター）
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資料６ 参考写真 

 

 
写真 A6-7 検証課題２ 支持者の指示内容を入力す

る市職員出典Ｃ 

 

 
写真 A6-8 検証課題２ 現地被害パネル出典Ｃ 

 

 

 
写真 A6-9 検証課題２ 現地被害パネル出典Ｃ 

 

写真 A6-10 検証課題２ 現地被害収集班出典Ｂ 

 

 

 

写真 A6-11 ワークショップで総括する久住市長出典Ａ 

 

 
写真 A6-12 バックヤードのシステム担当出典Ｃ 
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資料６ 参考写真 

 

 
写真 A6-13 実証実験の見学者出典Ｃ 

 

 

写真 A6-14 報道関係者出典Ａ 

 

 
写真 A6-17 実証実験の案内の立て看板と現地被害パ

ネル出典Ａ 

 

写真 A6-16 本番さながらの前日リハーサル出典Ａ 

 

写真 A6-17 実証実験終了後の主催者全員とカウンターパートとして全面的に協力いただいた清水課長補佐出典Ｂ 
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